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(57)【要約】
【課題】特性を向上させた導電性接着剤組成物を提供する。
【解決手段】本発明の導電性接着剤組成物は、（ａ）感圧性接着剤、（ｂ）水溶性又は水
分散性有機塩化物を含む電解質、及び（ｃ）湿潤剤を含む。ある実施形態では、この導電
性接着剤組成物は、水相及び油相を含む二相連続組成物であり、該二相連続組成物は、重
合性マイクロエマルション組成物に由来してよく、該マイクロエマルション組成物は、水
中の１種以上の親水性モノマー又はオリゴマー及び／若しくは１種以上の両親媒性モノマ
ー又はオリゴマー、水溶性又は水分散性有機塩化物、界面活性剤、及び湿潤剤を含む水相
と、１種以上の疎水性モノマー又はオリゴマーを含む油相とを含む。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）感圧性接着剤、
　（ｂ）水溶性又は水分散性有機塩化物を含む電解質、及び
　（ｃ）湿潤剤
を含む導電性接着剤組成物。
【請求項２】
　感圧性接着剤が、水相及び油相を含む二相連続組成物である、請求項１に記載の導電性
接着剤組成物。
【請求項３】
　二相連続組成物が重合可能なマイクロエマルション組成物に由来し、該マイクロエマル
ション組成物が、
　（ａ）水中の１種以上の親水性モノマー又はオリゴマー及び／若しくは１種以上の両親
媒性モノマー又はオリゴマー、水溶性又は水分散性有機塩化物、界面活性剤、並びに湿潤
剤を含む水相、
　（ｂ）１種以上の疎水性モノマー又はオリゴマーを含む油相
を含む請求項２に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項４】
　二相連続組成物が実質的に無孔である、請求項２に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項５】
　有機塩化物が水相全体の約２０重量部以下の量存在する、請求項３に記載の導電性接着
剤組成物。
【請求項６】
　有機塩化物が、水相全体の１００重量部を基準として、約０．５重量部～約１０重量部
の量存在する、請求項３に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項７】
　有機塩化物が、四級塩化アンモニウム、塩化ホスホニウム、塩化オキソニウム、塩化ス
ルホニウム、又は上述の２種以上の混合物から成る群から選択される塩化オニウムを含む
、請求項１に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項８】
　四級塩化アンモニウムが、ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、ベ
ンジルトリメチルアンモニウムクロライド、ベンジルトリエチルアンモニウムクロライド
、テトラエチルアンモニウムクロライド、アセトアミドプロピルトリメチルアンモニウム
クロライド、ラクトアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド、ドデシルトリメ
チルアンモニウムクロライド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロライド、オクタ
デシルトリメチルアンモニウムクロライド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロライド
、ココナッツアルキルトリメチルアンモニウムクロライド、テトラデシルジメチルベンジ
ルアンモニウムクロライド、アーモンドアミドプロパルコニウムクロライド、アボカドア
ミドプロパルコニウムクロライド、ビス－ヒドロキシエチルタローモニウムクロライド、
ジベヘニルジモニウムクロライド、ジオコジモニウムクロライド、ジデシルジモニウムク
ロライド、ジソイジモニウムクロライド、ジタロージモニウムクロライド、ジタロージモ
ニウムクロライド、ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロライド、ＰＰＧ－９ジエチルモニウ
ムクロライド、ステアリルエチルヘキシルジモニウムクロライド、及び上述の２種以上の
組み合わせから成る群から選択される、請求項７に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項９】
　親水性モノマー及びオリゴマーが、エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性極性
種を含む、請求項３に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１０】
　親水性モノマーが、油相へ実質的に不溶の、水溶性エチレン性不飽和フリーラジカル（
共）重合性の、極性、イオン性、又は非イオン性種を含む、請求項９に記載の導電性接着
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剤組成物。
【請求項１１】
　親水性、水溶性、エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性の、極性、イオン性モ
ノマーが、スチレンスルホン酸ナトリウム、アクリル酸カリウム、アクリル酸ナトリウム
、メタクリル酸ナトリウム、アクリル酸アンモニウム、２－アクリルアミド－２－メチル
プロパンスルホン酸ナトリウム、４，４，９－トリメチル－４－アゾニア－７－オキサ－
デシ－９－エン－１－スルホネート、Ｎ，Ｎ－ジメチル－N－（β－メタクリルオキシエ
チル）アンモニウムプロピオネートベタイン、トリメチルアミンメタクリルアミド、１，
１－ジメチル－１－（２，３－ジヒドロキシプロピル）アミンメタクリルアミド、及びこ
れらの混合物から成る群から選択される、請求項１０に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１２】
　親水性オリゴマーが、ポリエチレンオキシドアクリレート、ポリエチレンオキシドジア
クリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレ
ート、ポリウレタンアクリレート、ポリウレタンジアクリレート、Ｎ－ビニルピロリドン
マクロマー、及び前述の２種以上の混合物から成る群から選択される、請求項９に記載の
導電性接着剤組成物。
【請求項１３】
　親水性オリゴマーが約１００～約１００，０００の数平均分子量を有する、請求項１２
に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１４】
　両親媒性モノマーが、マイクロエマルションの水相及び油相の間で分配可能な極性エチ
レン性不飽和フリーラジカル（共）重合性種を含む、請求項３に記載の導電性接着剤組成
物。
【請求項１５】
　両親媒性モノマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、（メタ）ア
クリル酸、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、イタコン酸、スチレンスルホン酸、
Ｎ－置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－二置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチ
ルメタクリレート、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、及びこれらの
混合物から成る群から選択される、請求項１２に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１６】
　親水性又は両親媒性オリゴマーが、油相へ実質的に不溶である、あるいは水溶性及び油
溶性である極性エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性種を含む、請求項３に記載
の導電性接着剤組成物。
【請求項１７】
　親水性又は両親媒性オリゴマーが、ポリエチレンオキシドアクリレート、ポリエチレン
オキシドジアクリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレングリコー
ルジアクリレート、ポリウレタンアクリレート、ポリウレタンジアクリレート、Ｎ－ビニ
ルピロリドンマクロマー、及び前述の２種以上の混合物から成る群から選択される、請求
項１６に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１８】
　重合性マイクロエマルションが、少なくとも１種の反応開始剤を更に含む、請求項３に
記載の導電性接着剤組成物。
【請求項１９】
　疎水性モノマーが、アクリル酸のＣ１～Ｃ１８アルキルエステルから成る群から選択さ
れるフリーラジカル重合性エチレン性不飽和種を含む、請求項３に記載の導電性接着剤組
成物。
【請求項２０】
　疎水性モノマーが、アクリル酸イソオクチル、２－アクリル酸エチルヘキシル、アクリ
ル酸ｎ－ブチル、及び前述の２種以上の組み合わせから成る群から選択される１以上のア
クリル酸アルキルを含む、請求項１９に記載の導電性接着剤組成物。
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【請求項２１】
　湿潤剤が、グリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブ
タンジオール、１，４－ブタンジオール、トリメチロールプロパン、エチレングリコール
、及び前述の２種以上の組み合わせから成る群から選択される、請求項１に記載の導電性
接着剤組成物。
【請求項２２】
　湿潤剤が以下の式、　ＭＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨで表わされ、
　式中、
　Ｍは水素及びＣ１～Ｃ６アルキルから成る群から選択され、
　ｍは約１～約２５の整数である、
請求項１に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項２３】
　脂溶性添加剤を更に含む、請求項３に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項２４】
　脂溶性添加剤が、ジビニルベンゼン、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，６
－ヘキサンジオールジアクリレート、１，８－オクタンジオールジアクリレート、及び前
述の２種以上の混合物から成る群から選択されるフリーラジカル反応性疎水性架橋剤（単
数又は複数）を含む、請求項２３に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項２５】
　脂溶性添加剤が、四臭化炭素、アルコール、メルカプタン、及び前述の２種以上の混合
物から成る群から選択されるフリーラジカル反応性疎水性連鎖移動剤を含む、請求項２３
に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項２６】
　連鎖移動剤がチオグリコ－ル酸イソオクチルである、請求項２５に記載の導電性接着剤
組成物。
【請求項２７】
　界面活性剤が非（共）重合性界面活性剤を含む、請求項３に記載の導電性接着剤組成物
。
【請求項２８】
　界面活性剤が重合性界面活性剤を含む、請求項３に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項２９】
　界面活性剤が、非イオン性、アニオン性、及びカチオン性から選択される、請求項３に
記載の導電性接着剤組成物。
【請求項３０】
　感圧性接着剤がヒドロゲルである、請求項１に記載の導電性接着剤組成物。
【請求項３１】
　（ａ）伝導体部材、及び
　（ｂ）該伝導体部材と関連する導電性接着剤組成物を含む生物医学電極であって、
該導電性接着剤組成物は、
　（ｉ）感圧性接着剤、
　（ｉｉ）水溶性又は水分散性有機塩化物を含む電解質、及び
　（ｉｉｉ）湿潤剤を含む生物医学電極。
【請求項３２】
　伝導体部材が裏材及び該裏材に関連した導電性構成要素を含み、導電性接着剤組成物が
第一及び第二主要面を含み、電流が、導電性接着剤を通過して導電性構成要素へ行くこと
ができる、又は導電性構成要素を通過して導電性接着剤へ行くことができるように、該導
電性接着剤の第一主要面が導電性構成要素に動作可能なように関連した、請求項３１に記
載の生物医学電極。
【請求項３３】
　導電性接着剤の第二主要面上に剥離ライナーを更に含む、請求項３２に記載の生物医学



(5) JP 2013-117029 A 2013.6.13

10

20

30

40

50

電極。
【請求項３４】
　剥離ライナーが、高分子裏材及び該高分子裏材上のフッ素性化学物質剥離コーティング
を含む、請求項３３に記載の生物医学電極。
【請求項３５】
　剥離ライナーの高分子裏材がポリエステルを含む、請求項３４に記載の生物医学電極。
【請求項３６】
　感圧性接着剤が重合可能なマイクロエマルション組成物に由来する二相連続組成物であ
り、該マイクロエマルション組成物が、
　（ａ）水中の１種以上の親水性モノマー又はオリゴマー及び／若しくは１種以上の両親
媒性モノマー又はオリゴマー、水溶性又は水分散性有機塩化物、並びに湿潤剤を含む水相
、
　（ｂ）１種以上の疎水性モノマー又はオリゴマーを含む油相、
とを含む、請求項３１に記載の生物医学電極。
【請求項３７】
　二相連続組成物が実質的に無孔である、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項３８】
　有機塩化物が、四級塩化アンモニウム、塩化ホスホニウム、塩化オキソニウム、塩化ス
ルホニウム、又は上述の２種以上の混合物から成る群から選択される塩化オニウムを含む
、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項３９】
　四級塩化アンモニウムが、ヒドロキシエチル－トリメチルアンモニウムクロライド、ベ
ンジルトリメチルアンモニウムクロライド、ベンジルトリエチルアンモニウムクロライド
、テトラエチルアンモニウムクロライド、アセトアミドプロピルトリメチルアンモニウム
クロライド、ラクトアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド、ドデシルトリメ
チルアンモニウムクロライド、ヘキサデキシルトリメチルアンモニウムクロライド、オク
タデシルトリメチルアンモニウムクロライド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロライ
ド、ココナッツアルキルトリメチルアンモニウムクロライド、テトラデシルジメチルベン
ジルアンモニウムクロライド、アーモンドアミドプロパルコニウムクロライド、アボカド
アミドプロパルコニウムクロライド、ビス－ヒドロキシエチルタローモニウムクロライド
、ジベヘニルジモニウムクロライド、ジオコジモニウムクロライド、ジデシルジモニウム
クロライド、ジソイジモニウムクロライド、ジタロージモニウムクロライド、ジタロージ
モニウムクロライド、ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロライド、ＰＰＧ－９ジエチルモニ
ウムクロライド、ステアリルエチルヘキシルジモニウムクロライド、及び上述の２種以上
の組み合わせから成る群から選択される、請求項３８に記載の生物医学電極。
【請求項４０】
　親水性モノマー及びオリゴマーが、エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性極性
種を含む、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項４１】
　親水性モノマーが、油相へ実質的に不溶の、水溶性エチレン性不飽和フリーラジカル（
共）重合性の、極性、イオン性、又は非イオン性種を含む、請求項４０に記載の生物医学
電極。
【請求項４２】
　親水性、水溶性、エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性の、極性、イオン性モ
ノマーが、スチレンスルホン酸ナトリウム、アクリル酸カリウム、アクリル酸ナトリウム
、メタクリル酸ナトリウム、アクリル酸アンモニウム、２－アクリルアミド－２－メチル
プロパンスルホン酸ナトリウム、４，４，９－トリメチル－４－アゾニア－７－オキサ－
デシ－９－エン－１－スルホネート、Ｎ，Ｎ－ジメチル－N－（β－メタクリロキシエチ
ル）アンモニウムプロピオネートベタイン、トリメチルアミンメタクリルアミド、１，１
－ジメチル－１－（２，３－ジヒドロキシプロピル）アミンメタクリルアミド、及びこれ
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らの混合物から成る群から選択される、請求項４１に記載の生物医学電極。
【請求項４３】
　親水性オリゴマーが、ポリエチレンオキシドアクリレート、ポリエチレンオキシドジア
クリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレ
ート、ポリウレタンアクリレート、ポリウレタンジアクリレート、Ｎ－ビニルピロリドン
マクロマー、及び前述の２種以上の混合物から成る群から選択される、請求項４０に記載
の生物医学電極。
【請求項４４】
　両親媒性モノマーが、マイクロエマルションの水相及び油相の間で分配可能な極性エチ
レン性不飽和フリーラジカル（共）重合性種を含む、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項４５】
　両親媒性モノマーが、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、（メタ）ア
クリル酸、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、イタコン酸、スチレンスルホン酸、
Ｎ－置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－二置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチ
ルメタクリレート、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、及びこれらの
混合物から成る群から選択される、請求項４４に記載の生物医学電極。
【請求項４６】
　親水性又は両親媒性オリゴマーが、油相へ実質的に不溶である、あるいは水溶性及び油
溶性である極性エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性種を含む、請求項３６に記
載の生物医学電極。
【請求項４７】
　親水性又は両親媒性オリゴマーが、ポリエチレンオキシドアクリレート、ポリエチレン
オキシドジアクリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレングリコー
ルジアクリレート、ポリウレタンアクリレート、ポリウレタンジアクリレート、Ｎ－ビニ
ルピロリドンマクロマー、及び前述の２種以上の混合物から成る群から選択される、請求
項４６に記載の生物医学電極。
【請求項４８】
　疎水性モノマーが、アクリル酸のＣ１～Ｃ１８アルキルエステルから成る群から選択さ
れるフリーラジカル重合性エチレン性不飽和種を含む、請求項３６に記載の生物医学電極
。
【請求項４９】
　疎水性モノマーが、アクリル酸イソオクチル、２－アクリル酸エチルヘキシル、アクリ
ルｎ－酸ブチル、及び前述の２種以上の組み合わせから成る群から選択される１種以上の
アクリル酸アルキルを含む、請求項４８に記載の生物医学電極。
【請求項５０】
　湿潤剤が、グリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブ
タンジオール、１，４－ブタンジオール、トリメチロールプロパン、エチレングリコール
、及び前述の２種以上の組み合わせから成る群から選択される、請求項３６に記載の生物
医学電極。
【請求項５１】
　湿潤剤が以下の式、　ＭＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨで表わされ、
　式中、
　Ｍは水素及びＣ１～Ｃ６アルキルから成る群から選択され、及び
　ｍは約１～約２５の整数である、
請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項５２】
　脂溶性添加剤を更に含む、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項５３】
　脂溶性添加剤が、ジビニルベンゼン、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，６
－ヘキサンジオールジアクリレート、１，８－オクタンジオールジアクリレート、及び前
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述の２種以上の混合物から成る群から選択されるフリーラジカル反応性疎水性架橋剤（単
数又は複数）を含む、請求項５２に記載の生物医学電極。
【請求項５４】
　脂溶性添加剤が、四臭化炭素、アルコール、メルカプタン、及び前述の２種以上の混合
物から成る群から選択されるフリーラジカル反応性疎水性連鎖移動剤を含む、請求項５２
に記載の生物医学電極。
【請求項５５】
　連鎖移動剤がチオグリコ－ル酸イソオクチルである、請求項５４に記載の生物医学電極
。
【請求項５６】
　界面活性剤が非（共）重合性界面活性剤を含む、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項５７】
　界面活性剤が重合性界面活性剤を含む、請求項３６に記載の生物医学電極。
【請求項５８】
　界面活性剤が、非イオン性、アニオン性、及びカチオン性から選択される、請求項３６
に記載の生物医学電極。
【請求項５９】
　感圧性接着剤がヒドロゲルである、請求項３１に記載の導電性接着剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導電性接着剤組成物、及び導電性接着剤組成物をその構成要素として組み込
む生物医学物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　治療的及び診断的医療処置は、患者の体から受信するか、あるいは、患者の体に配信す
る電気信号又は電流を処理することができる機材を利用する。これらの処置において、患
者の皮膚と適用可能な機材との間の境界面は、典型的に、患者の皮膚に（例えば接着剤で
）接触するのに適した医療機材及び導電性媒質に電気的に接続する伝導体を包含するため
に構築された生物医学電極を包含する。
【０００３】
　例として、生物医学電極は、疼痛管理のために使用される経皮的電子神経刺激（ＴＥＮ
Ｓ）装置、脊柱側弯症のような特定の状態の治療のための神経筋刺激（ＮＭＳ）技術、心
臓の細動を止めるために、患者の胸腔に電気エネルギーを分配するための除細動電極、及
び電気外科手術中に作られた切開に適用されてきた電気エネルギーを受ける分散電極、の
ような治療的処置及び機材において採用される。生物医学電極は、心臓の働きをモニタリ
ングするため、及び心臓の異常を診断するための心電図記録法を包含する診断的処置及び
機材においても使用される。
【０００４】
　非分極性電極、特に銀及び／又は塩化銀製の電極は、非常に安定しており、診断用途に
おいて広く使用されてきている。廉価版では、これらの電極は、絶縁裏材上を導電性イン
クの薄いセクションでコーティングすることが多い。これらの用途のために構築された導
電性インクは、典型的に銀／塩化銀粒子及び高分子結合剤を包含する。導電性接着剤（例
えば、ヒドロゲル又はヒドロコロイド）は、銀コーティング裏材に積層され、アセンブリ
は、所要の電極形状にダイカットされる。導電性接着剤は、皮膚に電極を接着する、及び
心臓の電気的活動の電気変換を許容するという二重の目的で役立つ。電極の接着層は、皮
膚への電極の適用前に剥離ライナーで保護される。
【０００５】
　典型的な非分極性電極の単一体（monolithic）接着剤構造は、電極の周辺部に沿って接
着剤の端が露出するため、問題があった。接着剤のイオン導電性相は、蒸発損失を遅くす
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るために任意の湿潤剤を加えて水に溶解したアルカリ又はアルカリ土類金属塩化物（典型
的に塩化カリウム又は塩化ナトリウム）から成る。しかし、低湿度条件下（これは、病院
の相対湿度２０％と同じぐらい低くあり得る）では、電極の電気特性の付随的な悪化を伴
う、水の急速な蒸発損失が生じる。電気特性は、接着剤の水／湿潤剤混合物に溶解した塩
のコンダクタンスに関連する。水が蒸発すると、湿潤剤濃度は上昇する。アルカリ及びア
ルカリ土類ハロゲン化物は、一般に使用される湿潤剤への溶解性が低いので、接着剤のイ
オン濃度が落ち、電気特性が悪化する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　改善された導電性接着剤、及び例えば生物医学電極のような生物医学物品を包含する、
こうした接着剤を含む物品への必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、導電性接着剤、及びこうした接着剤を含む物品を提供する。一つの態様にお
いて、本発明は、
　（ａ）感圧性接着剤、
　（ｂ）水溶性又は水分散性有機塩化物を含む電解質、及び、
　（ｃ）湿潤剤
を含む導電性接着剤組成物を提供する。
【０００８】
　別の態様において、本発明は、
　伝導体部材、及び、
　該伝導体部材に関連する導電性接着剤組成物を含む生物医学電極を提供し、該導電性接
着剤組成物は、
　（ａ）感圧性接着剤、
　（ｂ）水溶性又は水分散性有機塩化物を含む電解質、及び
　（ｃ）湿潤剤
を含む。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、「オニウム」カチオンとは、中性単位を与えるために必要で
あるよりも多くのプロトンを単原子アニオンに添加することによって形成される多原子カ
チオンを指す。こうしたカチオンは、末端オニウム（ending-onium）と称される。置換さ
れた誘導体は、塩基性カチオン、例えば、ヒドロキシルアンモニウム、テトラメチルスチ
ボニウム、ジメチルオキソニウム（ＣＨ３）２ＯＨ＋から形成されてよい。無機オニウム
カチオンとしては、「アンモニウム」、「ホスホニウム」、「オキソニウム」、「スルホ
ニウム」、「クロロニウム」、「ブロモニウム」、及び「ヨードニウム」が挙げられる。
【００１０】
　本明細書において、用語「有機相」、「油相」、「親油性」、「疎水性」、及び「脂溶
性相」は交換可能に使用される。
【００１１】
　当業者は、様々な図、及び添付の特許請求の範囲と共に発明を実施するための最良の形
態を包含する本明細書の開示の残部を考慮する際に、本発明の特徴をさらに理解するであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】哺乳類患者の心臓の状態の診断又はモニタリングに有用な生物医学電極の実施形
態の上面図であり、該電極は、本発明の導電性接着剤を包含する。
【図２】図１の生物医学電極の横断面図である。
【図３】心臓の状態の長期的な診断又はモニタリングに有用なモニタリング生物医学電極
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の実施形態の上面図であり、該電極は、本発明の導電性接着剤を包含する。
【図４】図３のモニタリング生物医学電極の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、例えば生物医学電極を包含する生物医学物品のような物品における導電性構
成要素として使用できる導電性接着剤を提供する。本発明の導電性接着剤は、接着剤から
の水分（例えば水）の損失後の電気特性の損失に抵抗性がある。本発明の実施形態におい
て、導電性接着剤は、有機塩化物電解質及び融和性湿潤剤を含む感圧性接着剤（ＰＳＡ）
である。ある実施形態では、導電性接着剤は、水相中に有機塩化物電解質融和性湿潤剤及
び界面活性剤を有する水相及び油相を有する二相連続導電性ＰＳＡである。ある実施形態
では、導電性接着剤は、ヒドロゲルの形態である。他の実施形態では、ＰＳＡは、例えば
生物医学電極のような物品の構成要素である。
【００１４】
　本発明の接着剤は、あらゆる様々な方法により製造できる。ある実施形態では、接着剤
は、裏材上にコーティングするのに適した粘度のマイクロエマルションとして製造される
。本発明の重合マイクロエマルションＰＳＡは、有機（油）相におけるフリーラジカル重
合性疎水性及び／又は両親媒性モノマー又はオリゴマーの同時重合を伴う、水相における
フリーラジカル重合性親水性及び／又は両親媒性モノマー又はオリゴマーの重合に由来す
ることができる。得られるＰＳＡは、二相連続構造を有することができ、これは、ある実
施形態では、２つの固体、実質的に無孔の共連続相を含んでよい。
【００１５】
　二相連続接着剤組成物
　本発明の実施形態において、二相連続接着剤組成物は、重合性マイクロエマルション組
成物の形態で提供される好適なモノマー及び／又はオリゴマーの重合によって提供される
。重合前に、マイクロエマルションは、典型的に、水、フリーラジカル（共）重合性エチ
レン性不飽和極性親水性又は両親媒性モノマー（単数又は複数）あるいはオリゴマー（単
数又は複数）、反応開始剤、有機塩化物電解質、湿潤剤、界面活性剤、及び任意の添加剤
を含む水相を包含する。有機相又は油相は、典型的に、（共）重合性エチレン性不飽和疎
水性又は両親媒性モノマー（単数又は複数）あるいはオリゴマー（単数又は複数）を含む
。マイクロエマルションの構成要素は、あらゆる論理的順序で添加されてよい。例えば、
構成要素は、最初に２種以上の別個のブレンドに組み合わされてよい。その後、初期ブレ
ンドは、マイクロエマルションを形成するために組み合わされてよい。好適なマイクロエ
マルションの構成要素は以下に記載される。
【００１６】
　水
　マイクロエマルション組成物は、一般に約２～約５０重量％の水（例えば、脱イオン水
）を含む。ある実施形態では、組成物は、マイクロエマルションの全重量を基準として、
約５～約３０重量％、ある実施形態では、約６～約２５重量％を含む。水相は、最終ＰＳ
Ａに特定の特性を提供するように選択される水溶性及び／又は水分散性添加剤を包含して
よい。マイクロエマルションに包含されるべき水の最適な重量％を決定するために、透明
なマイクロエマルション領域が得られるまで、水を漸増式に添加できる。
【００１７】
　エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性極性種
　少なくとも１種のフリーラジカル重合性エチレン性不飽和極性モノマー又はオリゴマー
が、マイクロエマルションに包含される。好適な極性モノマー又はオリゴマーは、それら
が、マイクロエマルションの水相に溶解するか、あるいはマイクロエマルションの水相に
関連するように、油不溶性（親水性）であることができ、あるいはある程度に水溶性及び
ある程度に油溶性（両親媒性）であることができる。ある実施形態では、水相中に極性オ
リゴマーを使用すると、重合マイクロエマルションＰＳＡのための実質的に無孔の二相連
続構造の形成が促進される。
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【００１８】
　一般にモノマーは、油相に実質的に不溶の極性モノマー、及び油不溶性モノマー以外の
極性モノマー（例えば、水溶性及び油溶性である極性モノマー）から成る群から選択され
てよい。
【００１９】
　マイクロエマルションは、典型的に約２～約９０重量％の親水性又は両親媒性モノマー
あるいはオリゴマーを含むであろう。重合ＰＳＡの所望の特性に依存して、ある実施形態
では、マイクロエマルションは、マイクロエマルションの全重量を基準として、約５～約
７０重量％、他の実施形態では、約１０～約６０重量％を含むであろう。
【００２０】
　エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性極性オリゴマー
　油相に実質的に不溶の、あるいは水溶性及び油溶性の、有用な極性エチレン性不飽和フ
リーラジカル（共）重合性オリゴマーとしては、ポリエチレンオキシドアクリレート、ポ
リエチレンオキシドジアクリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリエチレ
ングリコールジアクリレート、ポリウレタンアクリレート、ポリウレタンジアクリレート
、Ｎ－ビニルピロリドンマクロマー、及び上述の２種以上の混合物が挙げられるが、これ
らに限定されない。ある実施形態では、ポリエチレンオキシドアクリレート及びジアクリ
レートが使用される。オリゴマーは、約１００～約１００，０００の数平均分子量を有す
ることができる。ある実施形態では、数平均分子量は、約１００～約６０，０００、又は
約１００～約５０００の範囲であることができる。分子量範囲は、ＰＳＡに最適の物理的
特性（例えば、吸水率、多孔性、強度）を提供するように選択されてよい。
【００２１】
　エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性の実質的に油不溶性の極性モノマー
　マイクロエマルションの水相へ包含するための任意の極性モノマーは、油相に実質的に
不溶の水溶性フリーラジカル（共）重合性エチレン性不飽和極性モノマーである。本明細
書で使用するとき、「実質的に油不溶性」及び「水溶性」とは、モノマーの油相への溶解
度が約０．５重量％未満であり、所与の温度（好ましくは約２５℃～約３５℃）における
モノマーの水相中濃度に対する油相中濃度の分配比が約０．００５未満であることを意味
する。こうしたモノマーは、例えばアクリルアミドのような非イオン性であってよく、又
はこうしたモノマーはイオン性であってよい。また非イオン性及びイオン性モノマーの混
合物を使用してもよい。
【００２２】
　上述の基準に従うイオン性モノマーとしては、スチレンスルホン酸ナトリウム、アクリ
ル酸カリウム、アクリル酸ナトリウム、メタクリル酸ナトリウム、アクリル酸アンモニウ
ム、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ナトリウム、４，４，９－トリ
メチル－４－アゾニア－７－オキサ－デシ－９－エン－１－スルホネート、Ｎ，Ｎ－ジメ
チル－Ｎ－（β－メタクリロキシエチル）アンモニウムプロピオネートベタイン、トリメ
チルアミンメタクリルアミド、１，１－ジメチル－１－（２，３－ジヒドロキシプロピル
）アミンメタクリルアミド、及び必須の溶解度要件を有する他の双性イオン性エチレン性
不飽和モノマー、これらの混合物等が挙げられるが、これらに限定されない。ある実施形
態では、重合するときの構築しやすさ及び望ましい特性に起因して、油不溶性の極性モノ
マーは、アクリルアミド、スチレンスルホン酸ナトリウム、アクリル酸ナトリウム、２－
アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸ナトリウム、メタクリレートナトリウム
、及びこれらの混合物から成る群から選択されるものを包含する。
【００２３】
　ある実施形態では、起こり得るアルカリ金属又はアルカリ土類金属塩化物のその場形成
を防止するために、アニオン性モノマーの量を制限することが望ましい可能性があり、水
分が接着剤から失われるとき、アニオン性モノマーの存在は、伝導度の損失を導き得る。
【００２４】
　他のエチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性極性モノマー
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　極性モノマーは、水及び油の両方にいくらかの溶解度を示すことができ、油相への溶解
度が約０．５％以上であり、所与の温度（好ましくは約２５℃～約３５℃）における水相
中濃度に対する油相中濃度の分配比が約０．００５以上である。マイクロエマルションの
水相と油相の間で分配可能な、有用な極性エチレン性不飽和フリーラジカル（共）重合性
モノマーとしては、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、（メタ）アクリ
ル酸、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、イタコン酸、スチレンスルホン酸、Ｎ－
置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－二置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメ
タクリレート、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、及びこれらの混合
物が挙げられるが、これらに限定されない。ある実施形態では、分配可能な極性モノマー
としては、（メタ）アクリル酸、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、スチレ
ンスルホン酸、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸、及びこれらの混合
物が挙げられる。
【００２５】
　ある実施形態では、分配可能な極性モノマーは、二相性のポリマー複合物に所望の特性
を付与することができ、こうしたモノマーとしては、アクリル酸、Ｎ－ビニルピロリドン
、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、及びこれらの混合物が
挙げられる。
【００２６】
　水溶性反応開始剤
　マイクロエマルションは、所望により水溶性フリーラジカル重合反応開始剤を含んでよ
い。ある実施形態では、反応開始剤は、熱反応開始剤、光開始剤、及び上述の混合物から
成る群から選択される。水溶性反応開始剤は、マイクロエマルションの水相に溶解する。
【００２７】
　水溶性光開始剤
　本発明において有用な水溶性光開始剤としては、下記に詳述するような親水性モノマー
（単数又は複数）、親油性モノマー（単数又は複数）、（共）重合性オリゴマー、及び（
共）重合性界面活性剤の（共）重合を開始する電磁波放射線（通常、紫外線）への曝露に
よりフリーラジカルを産出する光開始剤が挙げられる。有用な水溶性光開始剤としては、
以下が挙げられるが、これらに限定されない。イオン性部分、親水性部分、又は両方で置
換されたベンゾフェノン、イオン性部分、親水性部分、又は両方で置換されたチオキサン
トン、及び４－置換－（２－ヒドロキシ－２－プロピル）フェニルケトン、ここで４－置
換基は、イオン性又は親水性部分である。イオン性又は親水性部分としては、ヒドロキシ
ル基、カルボキシル基、及びカルボン酸塩基が挙げられるが、これらに限定されない。有
用な水溶性ベンゾフェノンとしては、４－トリメチルアミノメチルベンゾフェノン塩酸塩
及びベンゾフェノン４－メタンスルホン酸ナトリウムが挙げられるが、これらに限定され
ない。有用な水溶性チオキサントンとしては、３－（２－ヒドロキシ－３－トリメチルア
ミノプロポキシ）チオキサントン塩酸塩、３－（３－トリメチルアミノプロポキシ）チオ
キサントン塩酸塩、チオキサントン３－（２－エトキシスルホン酸）ナトリウム塩、及び
チオキサントン３－（３－プロポキシスルホン酸）ナトリウム塩が挙げられるが、これら
に限定されない。有用な水溶性フェニルケトンとしては、（２－ヒドロキシ－２－プロピ
ル）（４－ジエチレングリコールフェニル）ケトン、（２－ヒドロキシ－２－プロピル）
（フェニル－４－ブタンカルボキシレート）ケトン、４－（２－ヒドロキシエトキシ（hy
droxethoxy））フェニル－（２－プロピル）ケトン、及びこれらの水溶性塩が挙げられる
が、これらに限定されない。本発明のある実施形態では、水溶性光開始剤は、４－トリメ
チルアミノメチルベンゾフェノン塩酸塩である。ある実施形態では、上述の混合物を使用
してよい。
【００２８】
　マイクロエマルションの水相は、マイクロエマルションの（共）重合可性種全体の１０
０重量部を基準として、約０．０５～約１重量部、ある実施形態では約０．１～約１重量
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部の光開始剤を含んでよい。
【００２９】
　水溶性熱反応開始剤
　本発明において有用な水溶性熱反応開始剤としては、熱への曝露時に、親水性モノマー
（単数又は複数）、親油性モノマー（単数又は複数）、（共）重合性オリゴマー（単数又
は複数）、及び、存在するとき、本明細書に記載された（共）重合性界面活性剤（単数又
は複数）の（共）重合を開始するフリーラジカルを産出するものが挙げられる。好適な水
溶性熱反応開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、
及びこれらの混合物、上記の過硫酸塩とメタ重亜硫酸ナトリウム及び亜硫酸水素ナトリウ
ムのような還元剤との反応生成物のような酸化還元反応開始剤、並びに４，４’－アゾビ
ス（４－シアノペンタン酸）及びその可溶性塩（例えば、ナトリウム、カリウム）が挙げ
られるが、これらに限定されない。ある実施形態では、水溶性熱反応開始剤は過硫酸アン
モニウムである。上述の２種以上の混合物も同様に使用してよい。
【００３０】
　典型的に、水溶性熱反応開始剤は、約５０℃～約７０℃の範囲の温度で使用され、一方
、酸化還元型反応開始剤は、約３０℃～約５０℃の範囲の温度で使用される。水溶性熱反
応開始剤は、マイクロエマルション組成物の（共）重合性種の１００重量部を基準として
、約０．０５～約１重量部、ある実施形態では約０．１～約１重量部を構成してよい。
【００３１】
　水溶性電解質
　本発明のＰＳＡｓの電気伝導度は、水溶性電解質の包含により、達成される。本発明に
おいて有用な電解質としては、得られる本発明のＰＳＡの電気伝導度を促進する有機塩化
物電解質が挙げられる。更に、有機塩化物電解質は、混和性湿潤剤と組み合わせるとき、
最終ＰＳＡからの水又は水分の損失に際し、電気伝導度の重度の低減に抵抗し、回避さえ
する能力を有するＰＳＡを提供する。本発明の実施形態において、約１０重量部までの有
機塩化物電解質が存在し得る。ある実施形態では、電解質は、マイクロエマルションの水
相全体の１００重量部を基準として、約０．５重量部～約５重量部の範囲の濃度で包含さ
れてよい。
【００３２】
　本発明の実施形態において、有機塩化物電解質は、１種以上の塩化オニウムを含む。あ
る実施形態では、塩化オニウムは、少なくとも１種の塩化アンモニウム（例えば、四級塩
化アンモニウム）を含む。ある実施形態では、塩化オニウムは、少なくとも１種の塩化ホ
スホニウムを含む。他の実施形態では、塩化オニウムは、塩化オキソニウム又は塩化スル
ホニウムを含んでよい。前述の塩化オニウムを包含する２種以上の有機塩化物の混合物も
同様に使用されてよい。電解質が塩化アンモニウムである実施形態では、有機塩化物の有
用な部類は、限定されないが、ヒトにおいて内因的に製造され、ヒトの細胞において脂質
二層の主要な構成要素を形成する、遍在する天然起源の塩であるヒドロキシエチルトリメ
チルアンモニウムクロライド（塩化コリンとしても既知）を包含しうる四級塩化アンモニ
ウムである。
【００３３】
　ある実施形態では、四級塩化アンモニウム電解質としては、前述のヒドロキシエチルト
リメチルアンモニウムクロライド（塩化コリン）、及びベンジルトリメチルアンモニウム
クロライド、ベンジルトリエチルアンモニウムクロライド、テトラエチルアンモニウムク
ロライド、アセトアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライド、ラクトアミドプロ
ピルトリメチルアンモニウムクロライド、ドデシルトリメチルアンモニウムクロライド、
ヘキサデシルトリメチルアンモニウムクロライド、オクタデシルトリメチルアンモニウム
クロライド、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロライド、ココナッツアルキルトリメチ
ルアンモニウムクロライド、テトラデシルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ア
ーモンドアミドプロパルコニウムクロライド、アボカドアミドプロパルコニウムクロライ
ド、ビス－ヒドロキシエチルタローモニウムクロライド、ジベヘニルジモニウムクロライ
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ド、ジオコジモニウムクロライド（diocodimoniumchloride）、ジデシルジモニウムクロ
ライド、ジソイジモニウムクロライド（disoydimoniumchloride）、ジタロージモニウム
クロライド、ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロリド、及びステアリルエチルヘキシルジモ
ニウムクロライドから選択されるものが挙げられる。上述の２種以上の組み合わせも同様
に、本発明の範囲であることが意図される。
【００３４】
　湿潤剤
　本発明のＰＳＡは、１種以上の湿潤剤を含む。本発明の実施形態において、湿潤剤及び
電解質（単数又は複数）は、互いに混和性であろうから、少なくとも１種の湿潤剤は、有
機塩化物電解質（単数又は複数）と融和するであろう。他の態様において、湿潤剤及び電
解質は、互いに少なくともある程度に混和するであろう。本発明の実施形態において、湿
潤剤は、ＰＳＡ内で水分を保持できるように選択される。上述の実施形態の態様において
、湿潤剤は、水分の損失後（例えば、低い相対湿度における蒸発損失による）に、湿潤剤
がＰＳＡ内で電解質を保持できる限りにおいて、有機塩化物電解質と混和性又は少なくと
もある程度に混和性であり、その結果、電気伝導度の急激な悪化を防止する。
【００３５】
　本発明の導電性ＰＳＡｓにおいて使用するのに好適な湿潤剤としては、例えば、グリセ
リン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－ブタンジオール、１，
４－ブタンジオール、トリメチロールプロパン、エチレングリコール、及び上述の２種以
上の組み合わせのような多価アルコールが挙げられる。好適な湿潤剤は、一般に以下の式
、
　ＭＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ
で表わされ、
　式中、
　Ｍは水素及びＣ１～Ｃ６アルキルから成る群から選択され、及びｍは約１～約２５の整
数である。
【００３６】
　任意の水溶性添加剤
　特定の特性及び／又は外観を有する重合マイクロエマルションＰＳＡを製造するために
、マイクロエマルションは、所望により、マイクロエマルションの水相と関連する様々な
水溶性添加剤（単数又は複数）を更に含んでよい。各添加剤は、所望の最終製品を製造す
るために選択される。有用な添加剤の例としては、水溶性架橋剤（例えばメチレンビスア
クリルアミド）、可塑剤（例えばグリセリン及びポリアルキレングリコール）、ｐＨ調整
剤、他の電解質、染料、顔料、薬剤活性化合物、生理学的に活性な化合物、共溶媒、非共
重合性極性オリゴマー、これらの混合物、及び上述の２種以上の混合物が挙げられるが、
これらに限定されない。
【００３７】
　添加剤として有用な非（共）重合性極性オリゴマーとしては、ポリ（Ｎ－ビニルピロリ
ドン）、ポリエチレングリコール、ポリ（オキシエチレン）アルコール、ポリ（エチルイ
ミン）、及び上述の２種以上の混合物が挙げられるが、これらに限定されない。得られる
重合マイクロエマルションＰＳＡのバルク特性に影響を及ぼすために、例えば、材料に親
水性を付与するよう、こうしたオリゴマーを添加してよい。
【００３８】
　共溶媒もまた、本発明のマイクロエマルションに包含されてよい。こうした共溶媒とし
ては、約１個～約８個の炭素原子を有する脂肪族アルコール（例えばグリセリン）、ポリ
エーテル（例えば、全てユニオンカーバイド（Union Carbide）から市販されている取引
名称ブチルセロソルブ、ブチルカルビトール、ヘキシルセロソルブ、及びヘキシルカルビ
トールとして入手可能なもの）、及び上述の２種以上の混合物が挙げられる。
【００３９】
　水相に添加される本質的に全ての有機水溶性添加剤が、マイクロエマルションの有機相
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にある程度の溶解度を示すこと、及び各添加剤が、水相と有機相の間でそれ自体の分配比
を有することが、認識されるであろう。特に規定のない限り、水相の上記の構成要素は、
有機相中に見られ、有機相の特性にも影響を及ぼすであろう。本明細書に記載のありとあ
らゆる添加剤の特定の分配比を定量化することは、本発明の理解と実行に必要ではない。
【００４０】
　疎水性構成要素
　重合開始前に、本発明のマイクロエマルション組成物の油相は、疎水性感圧性接着剤ホ
モポリマー又はコポリマーを形成するために適した疎水性フリーラジカル（共）重合性モ
ノマー及び／又はオリゴマー、フリーラジカル（共）重合性極性モノマー、疎水性反応開
始剤、及び任意の反応性脂溶性添加剤を含むことができる。
【００４１】
　疎水性フリーラジカル（共）重合性モノマー
　本発明のマイクロエマルションの脂溶性相において有用な疎水性フリーラジカル重合性
エチレン性不飽和モノマーとしては、こうしたモノマーが感圧性接着特性を有する疎水性
ポリマーを形成するのに適しているという条件で、アクリル酸の約Ｃ１～約Ｃ１８アルキ
ルエステル、すなわち、アクリル酸及び約Ｃ１～約Ｃ１８に由来するエステルから成る群
から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。
【００４２】
　重合マイクロエマルションＰＳＡのガラス転移温度（Ｔｇ）は、既知の技術を使用して
決定でき、重合マイクロエマルションＰＳＡのＴｇは、一部、感圧性接着特性を有する疎
水性ポリマーの形成に使用される疎水性モノマーの選択により決定される。約１０℃未満
のＴｇは、感圧性接着特性を有する疎水性ポリマーと頻繁に関連するであろうし、約０℃
未満のＴｇは、感圧性接着特性を有する疎水性ポリマーとより頻繁に関連するであろう。
約－１０℃未満のＴｇは、感圧性接着特性を有する疎水性ポリマーとさらにより頻繁に関
連するであろう。ある実施形態では、イソオクチルアクリレート、２－エチルヘキシルア
クリレート、及びｎ－ブチルアクリレートを包含するアルキルアクリレートは、これらの
使用のための入手可能性のため、及びこうした疎水性モノマーから形成され得られた疎水
性ポリマーのＴｇのため、好ましい。
【００４３】
　有機相は、得られる重合マイクロエマルションＰＳＡのガラス転移温度（Ｔｇ）を、疎
水性モノマー（単数又は複数）により寄与されるＴｇから変更するために、所望により、
上記のアルキルアクリレートモノマーと共重合可能なフリーラジカル重合性エチレン性不
飽和コモノマーを更に含んでよい。好適なコモノマーとしては、スチレン、アクリロニト
リル、及びビニルエステル（例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、及びネオペンタ
ン酸ビニル等）並びにこれらの組み合わせが挙げられる。コモノマー（単数又は複数）の
選択は、最終固体二相連続ポリマーの所望の特性に依存してよい。
【００４４】
　得られる重合マイクロエマルションＰＳＡに十分な強度、凝集性、及び感圧性接着特性
を付与するために、本発明の重合マイクロエマルションＰＳＡｓは、マイクロエマルショ
ンの全重量を基準として、一般に約５～約８０重量％、典型的に約１０～約７０重量％、
ある実施形態では約１２～約６０重量％の疎水性モノマーを含む。マイクロエマルション
の各構成要素の実際の濃度は、コポリマーの所望の感圧性接着特性に従って、熟練した施
術者によって変えることができる。
【００４５】
　フリーラジカル（共）重合性極性モノマー
　上記のように、こうした有機材料は、マイクロエマルションの水相と有機相の間で分配
されるので、典型的にマイクロエマルションの有機相は、上記のフリーラジカル重合性両
親媒性極性モノマーの一部を含有するであろう。各モノマーは、それ自体の分配比を示す
であろうが、その列挙は、本発明の理解と実行のために必要でないことを、当業者は認識
するであろう。
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【００４６】
　疎水性反応開始剤
　マイクロエマルションの油相は、所望により疎水性のフリーラジカル重合反応開始剤を
更に含んでよい。ある実施形態では、反応開始剤は、熱反応開始剤、光開始剤、及び上述
の混合物から成る群から選択される。
【００４７】
　疎水性光開始剤
　一般に、有用な疎水性光開始剤としては、電磁波放射線（通常、紫外線）への曝露に際
し、疎水性モノマー（単数又は複数）及び／又はオリゴマー（単数又は複数）、親油性モ
ノマー（単数又は複数）、並びに（共）重合性界面活性剤の（共）重合を開始するフリー
ラジカルを産出するものが挙げられる。有用な光開始剤としては、（１）ミヒラー（Mich
ler）のケトンとベンジル又はベンゾフェノンとの好ましくは重量比約１：４の混合物、
（２）参考文献として本明細書に組み込まれる米国特許第４，２８９，８４４号に記載さ
れるクマリン系光開始剤系、並びに（３）ジメトキシフェニルアセトフェノン及び／又は
ジエトキシアセトフェノン系が挙げられるが、これらに限定されない。
【００４８】
　最初に、疎水性光開始剤は、有機相の一部として、マイクロエマルションに包含される
。照射に際し、このように産出されたフリーラジカルは、水性相及び有機相の両方におけ
るモノマーの（共）重合、及びあらゆる（共）重合性界面活性剤の共重合に影響する。あ
る実施形態では、マイクロエマルションの有機相は、マイクロエマルションの（共）重合
性種全体の１００重量部を基準として、約０．０１～約５重量部の油溶性光開始剤を含む
であろう。
【００４９】
　任意の疎水性熱反応開始剤
　重合反応を完了するために、上記のような光重合工程後の本発明の二相連続ポリマーの
製造において、所望により、疎水性熱反応開始剤を使用してよい。
【００５０】
　有用な疎水性熱反応開始剤としては、以下に詳述するように、熱への曝露に際し、親水
性モノマー（単数又は複数）、オリゴマー（単数又は複数）、親油性モノマー（単数又は
複数）、及び、存在するとき、重合可能な界面活性剤の（共）重合を開始するフリーラジ
カルを産出するものが挙げられる。好適な疎水性熱反応開始剤としては、デュポン（DuPo
nt）から取引名称バゾ（Vazo）６４として入手可能な２，２’－アゾビス（イソブチロニ
トリル）のようなアゾ化合物、取引名称バゾ５２として市販の２，２’－アゾビス２，４
－ジメチルペンタンニトリル）、過酸化ベンゾイル及び過酸化ラウロイルのような過酸化
物、並びに上述の２種以上の混合物から成る群から選択されるものが挙げられるが、これ
らに限定されない。
【００５１】
　マイクロエマルションの有機相は、マイクロエマルションの（共）重合性化合物の１０
０重量部を基準として、約０～約５重量部、典型的に約０．０５～約５重量部、ある実施
形態では約０．１～約５重量部の疎水性熱反応開始剤を含んでよい。
【００５２】
　任意の反応性脂溶性添加剤
　マイクロエマルションは、疎水性架橋剤、連鎖移動剤、及びこれらの混合物が挙げられ
るが、これには限定されない１種以上の更なるフリーラジカル反応性構成要素を更に含ん
でよい。こうした追加の構成要素は、マイクロエマルションの油相に存在するであろう。
有用な架橋剤の例としては、ジビニルベンゼン、１，４－ブタンジオールジアクリレート
、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，８－オクタンジオールジアクリレート
のような約Ｃ４～約Ｃ８アルキルジアクリレート、及びこれらの混合物から成る群から選
択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。ある実施形態では、架橋剤は、１
，６－ヘキサンジオールジアクリレートである。架橋剤を添加すると、最終ポリマーの凝
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集強度のような物理的特性が変化する。
【００５３】
　油相は、所望により、油相全体の１００重量部を基準として、約０～約１０以上重量部
、典型的に約０．１～約２重量部の架橋剤をさらに含んでよい。使用される架橋剤の量は
、特定の溶媒へのその溶解性（又は不溶性）、その弾性率、及びその内部強度のようなポ
リマーの物理的特性を決定するであろう。
【００５４】
　マイクロエマルションは、油相に可溶の連鎖移動剤を更に含んでよい。有用な連鎖移動
剤の例としては、四臭化炭素、アルコール、メルカプタン、及びこれらの混合物が挙げら
れる。ある実施形態では、連鎖移動剤は、イソオクチルチオグリコレートである。油相は
、油相全体の１００重量部を基準として、約０．５重量部まで、典型的に約０．０１～約
０．５重量部、ある実施形態では約０．０５重量部～約０．２重量部の連鎖移動剤を含ん
でよい。
【００５５】
　任意の非反応性疎水性添加剤
　マイクロエマルションは、所望により、１種以上の非反応性疎水性添加剤を更に含んで
よい。様々な非反応性疎水性添加剤をマイクロエマルションに包含してよい。これらの材
料は、特定の物理的特性又は外観を有する最終ポリマー系を製造するために添加される。
こうした任意の添加剤の例としては、当該技術分野において周知のフタル酸エステルのよ
うな可塑剤から成る群から選択されるものが挙げられるが、これらに限定されない。油相
は、所望により、油相の１００重量部を基準として、約０～約２０重量部、ある実施形態
では約５～約２０重量部、典型的に約８～約１５重量部の可塑剤を更に含んでよい。
【００５６】
　界面活性剤
　非イオン性及びイオン性（アニオン性及びカチオン性）界面活性剤を本発明において採
用してもよい。界面活性剤（単数又は複数）は、マイクロエマルションに存在するモノマ
ーと共重合性であることができ、又は界面活性剤は、非（共）重合性であることができる
。ある実施形態では、得られる重合マイクロエマルションが、水に対して感受性が低いよ
うに、界面活性剤（単数又は複数）を（共）重合できる。水への抵抗性が必要でない場合
、費用がより安い非（共）重合性界面活性剤を使用してよい。
【００５７】
　非イオン性界面活性剤
　典型的に、非イオン性界面活性剤は、有機脂肪族又はアルキル芳香族疎水性化合物と親
水性であるエチレンオキシドのようなアルキレンオキシドとの縮合生成物である。存在す
る遊離水素を持つカルボキシ、ヒドロキシ、アミド、又はアミノ基を有する疎水性化合物
は、非イオン性界面活性剤を形成するために、通常、エチレンオキシドと縮合されること
ができる。疎水性要素と親水性要素との間の所望のバランス（親水性－脂溶性バランス又
はＨＬＢ）を得るために、縮合生成物のエチレンオキシド鎖の長さを調節することができ
る。界面活性剤のＨＬＢは、界面活性剤の親水性（好水性又は極性）基と脂溶性（好油性
又は非極性）基の寸法及び強度のバランスの表現である。マイクロエマルションを製造す
るために本発明において有用な非イオン性界面活性剤のＨＬＢは、約６～約１９、典型的
に約９～約１８、ある実施形態では約１０～約１６である。有用な非イオン性界面活性剤
としては、非（共）重合性非イオン性界面活性剤、エチレン性不飽和共重合性非イオン性
界面活性剤、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００５８】
　非（共）重合性非イオン性界面活性剤
　上で定義されたＨＬＢを得るために、特に好適な非反応性非イオン性界面活性剤として
は、約３～約１００モル、典型的に約５～約４０モル、ある実施形態では約５～約２０モ
ルのエチレンオキシドと縮合された、直鎖状又は分枝状鎖構成の約８～約２０の炭素原子
を含有する脂肪族アルコールのような、高級脂肪族アルコールの縮合生成物が挙げられる
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。こうした非イオン性エトキシ化脂肪族アルコール界面活性剤の例は、ユニオンカーバイ
ド（Union Carbide）から取引名称タージトール（Tergitol）１５－Ｓとして、及びＩＣ
Ｉからブリジ（Brij）界面活性剤として入手可能なものである。タージトール（Tergitol
）１５－Ｓ界面活性剤としては、Ｃ１１～Ｃ１５二級アルコールポリエチレングリコール
エーテルを包含する。ブリジ（Brij）５８界面活性剤は、ポリオキシエチレン（２０）セ
チルエーテルであり、ブリジ７６界面活性剤は、ポリオキシエチレン（１０）ステアリル
エーテルである。
【００５９】
　上で定義されたＨＬＢを得るために、他の好適な非反応性非イオン性界面活性剤として
は、直鎖状又は分枝状鎖構成の約６～１２個の炭素原子を含有するアルキルフェノール１
モルと、約３～約１００モル、典型的に約５～約４０モル、ある実施形態では約５～約２
０モルのエチレンオキシドとのポリエチレンオキシド縮合体が挙げられる。非反応性非イ
オン性界面活性剤の例は、ローヌ・プーラン（Rhone-Poulenc）から取引名称イゲパル（I
gepal）ＣＯ及びＣＡシリーズとして入手可能なものである。イゲパル（IGEPAL）ＣＯ界
面活性剤は、ノニルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノールを包含する。イゲパル
（IGEPAL）ＣＡ界面活性剤は、オクチルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノールを
包含する。
【００６０】
　使用可能な非反応性非イオン性界面活性剤の別の群は、約６～約１９、典型的に約９～
約１８、ある実施形態では約１０～約１６のＨＬＢ値を有するエチレンオキシドとプロピ
レンオキシド又はブチレンオキシドとのブロックコポリマーを包含する。こうした非イオ
ン性ブロックコポリマー界面活性剤の例は、ＢＡＳＦからの界面活性剤のプルロニック（
Pluronic）及びテトロニック（Tetronic）シリーズである。プルロニック（Pluronic）界
面活性剤は、エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロックコポリマーを包含する。テ
トロニック（TETRONIC）界面活性剤は、エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロック
コポリマーを包含する。
【００６１】
　他の満足できる非反応性非イオン性界面活性剤としては、約６～約１９、典型的に約９
～約１８、ある実施形態では約１０～約１６のＨＬＢを有するソルビタン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、及びポリオキシエチレンステアレート
が挙げられるが、これらに限定されない。こうした脂肪酸エステル非イオン性界面活性剤
の例は、ＩＣＩから取引名称スパン（Span）、トゥウィーン（Tween）、及びミルジ（Myr
j）界面活性剤として入手可能なものである。スパン（SPAN）界面活性剤は、Ｃ１２～Ｃ

１８ソルビタンモノエステルを包含する。トゥウィーン（Tween）界面活性剤は、ポリ（
エチレンオキシド）Ｃ１２～Ｃ１８ソルビタンモノエステルを包含する。ミルジ（Myrj）
界面活性剤は、ポリ（エチレンオキシド）ステアレートを包含する。
【００６２】
　エチレン性不飽和共重合性非イオン性界面活性剤
　本発明の重合性マイクロエマルション組成物に組み込むのに適した非イオン性界面活性
剤としては、以下の一般式に当てはまるものが挙げられるが、これらに限定されないエチ
レン性不飽和共重合性非イオン性界面活性剤が挙げられ、
　Ｒ－Ｏ－（Ｒ’Ｏ）ｍ－（ＥＯ）（ｎ－１）－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ
　の式中、
　Ｒは、アルケニル（Ｃ２～Ｃ１８）、アクリリル、アクリリル（Ｃ１～Ｃ１０）アルキ
ルメタクリリル、メタクリリル（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、ビニルフェニル、及びビニル
フェニレン（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ’Ｏは、２～４個の炭素原子を有するエポキシ化合物（例えば、エチレンオキシド、
プロピレンオキシド、ブチレンオキシド及び混合物）に由来する二価のアルキレンオキシ
基であり、
　Ｅは、二価のエチレンラジカルであり、
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　ｍ及びｎは、同一又は異なることができ、それぞれ約５～約１００の範囲の整数を表し
、ｍ／ｎの比は約２０：１～約１：２０の範囲である。
【００６３】
　上述の界面活性剤において、ｍとｎの比が変化すると、重合性界面活性剤のＨＬＢが変
化するであろう。本発明の実施形態において、非イオン性界面活性剤（単数又は複数）の
ＨＬＢは、約６～約１９、典型的に約９～約１８、ある実施形態では約１０～約１６の範
囲である。好適な共重合性非イオン性界面活性剤の例は、ＰＰＧ工業（PPG Industries）
から取引名称マゾン（Mazon）ＢＳＮ１８５、１８６及び１８７として入手可能なアルキ
レンポリアルコキシエタノール界面活性剤である。マゾン（Mazon）ＢＳＮ界面活性剤は
、アルキレンポリアルコキシエタノールを包含する。
【００６４】
　アニオン性界面活性剤
　アニオン性界面活性剤は、（Ｃ６～Ｃ２０）アルキル、アルキルアリール、及びアルケ
ニル基から選択される疎水部分と、スルフェート、スルホネート、ホスフェート、ポリオ
キシエチレンスルフェート、ポリオキシエチレンスルホネート、ポリオキシエチレンホス
フェートから選択されるアニオン基、及びこうしたアニオン基のアルカリ金属塩、アンモ
ニウム塩、三級アミノ塩、とを包含する。マイクロエマルションを製造するために、ある
実施形態では、有用なエチレン性不飽和（共）重合性界面活性剤は、疎水部分として（Ｃ

２～Ｃ１８）アルケニルポリオキシプロピレン又は（Ｃ２～Ｃ１８）ポリオキシブチレン
、及びポリオキシエチレンスルフェートのアニオン基を包含する。
【００６５】
　本発明のある実施形態では、本明細書にて記載するように、非反応性アニオン性界面活
性剤及び／又はエチレン性不飽和共重合性アニオン性界面活性剤を使用することができる
。
【００６６】
　非反応性アニオン性界面活性剤
　本発明において使用するのに適した非反応性アニオン性界面活性剤としては、ラウリル
硫酸ナトリウム（例えば、ステパン社（Stepan Co.）（イリノイ州、ノースフィールド（
Northfield））から取引名称ポリステップ（Polystep）Ｂ－３として市販されている）、
及びドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（例えば、ローヌ・プーラン（Rhone-Poulen
c）（ニュージャージー州、クランベリー（Cranbury））から取引名称シポネート（Sipon
ate）ＤＳ－１０として市販されている）のような、アルキル又はアルキルアリール硫酸
塩又はスルホン酸塩（Ｃ６～Ｃ２０）、ステパン社（Stepan Co.）から市販されているポ
リステパ（Polystepa）Ｂ１、及びローヌ・プーラン（Rhone-Poulenc）から市販されてい
るアリパル（Alipal）ＥＰ１１０及び１１５のような、界面活性剤中に約３０単位未満、
典型的に約２０単位未満、ある実施形態では約１５単位未満のエチレンオキシド反復単位
を有するポリオキシエチレン（Ｃ６～Ｃ２０）アルキル又はアルキルフェノールエーテル
硫酸塩、ＧＡＦ（ニューヨーク州、ニューヨーク（New York））から市販されている取引
名称ガファック（Gafac）ＰＥ－５１０及びガファックＲＥ－６１０のような、界面活性
剤中に約３０単位未満、典型的に約２０単位未満、ある実施形態では約１５単位未満のエ
チレンオキシド反復単位を有するリン酸の（Ｃ６～Ｃ２０）アルキル又はアルキルフェノ
キシポリ（エチレンオキシ）エチルモノエステル及びジエステル及びその塩が挙げられる
。
【００６７】
　エチレン性不飽和共重合性アニオン性界面活性剤
　本発明の実施形態では、マイクロエマルション組成物に組み込むためのアニオン性界面
活性剤としては、以下の式、
　Ｒ１－－Ｏ－－（Ｒ２Ｏ）ｍ－－（ＥＯ）ｎ－１－ＣＨ２ＣＨ２Ｘのエチレン性不飽和
共重合性界面活性剤が挙げられるが、これらに限定されない。
【００６８】
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　式中、
　Ｒ１は、Ｃ２～Ｃ１８アルケニル、アクリリル、アクリリル（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル
、メタクリリル、メタクリリル（Ｃ１～Ｃ１０）アルキル、ビニルフェニル、及びビニル
フェニレン（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ２Ｏは、２個以上の炭素原子、好ましくは３個又は４個の炭素原子を有するエポキシ
化合物に由来するプロピレンオキシド及びブチレンオキシドのような二価のアルキレンオ
キシ基、並びにこうしたアルキレンオキシ基の混合物から成る群から選択され、
　Ｅは、二価のエチレンラジカルであり、
　ｍ及びｎは、同一又は異なることができ、それぞれ約５～約１００の範囲の整数を表し
、ｍ／ｎの比は約２０：１～約１：２０の範囲であり、及び、
　Ｘは、スルホネート、スルフェート、ホスフェートから成る群から選択されるアニオン
基、及びこうしたアニオン基のアルカリ金属塩、又はアンモニウム塩、又は三級アミノ塩
である。
【００６９】
　ｍとｎの比が変化すると、重合性界面活性剤のＨＬＢが変化するであろうことが、理解
されるであろう。Ｘ基を除いた、本発明のアニオン性共重合性界面活性剤のＨＬＢは、典
型的に約３～約１６である。上式に従う好適な共重合性アニオン性界面活性剤の一例は、
取引名称マゾン（Mazon）ＳＡＭ２１１として入手可能であり、ＰＰＧ工業社（PPG Indus
tries、Inc.）から市販されている。
【００７０】
　カチオン性界面活性剤
　カチオン性界面活性剤は、本発明の実施形態において有用であり得る。有用なカチオン
性界面活性剤としては、第四級アンモニウム塩、特に、少なくとも１個のより高い分子量
の基と２個又は３個のより低い分子量の基とが、共通の窒素原子に連結してカチオンを製
造するものが挙げられ、電気的に平衡をとるアニオンは、ハロゲン化物（臭化物、塩化物
等）、酢酸塩、亜硝酸塩、及び低級アルコサルフェート（メトサルフェート等）から成る
群から選択される窒素上のより大きい分子量の置換基（単数又は複数）は、約１０～約２
０個の炭素原子を含有する高級アルキル基（単数又は複数）であることが多く、より小さ
い分子量の置換基は、メチル又はエチルのような約１～約４個の炭素原子の低級アルキル
であってよく、これらは、場合によっては、例えばヒドロキシで置換されてよい。１個以
上の置換基は、アリール部分を包含してよく、あるいは、ベンジル又はフェニルのような
アリールにて置換されてよい。可能性があるより小さい分子量の置換基としては、ポリオ
キシエチレン部分のような低級ポリアルコキシ部分により置換された、ヒドロキシル末端
基を持つメチル及びエチルのような、約１～約４個炭素原子の低級アルキルが挙げられ、
以下の一般式、
　－－Ｒ３（ＣＨ２ＣＨ２）（ｎ－１）ＣＨ２ＣＨ２ＯＨに当てはまる。
【００７１】
　式中、
　Ｒ３は、窒素に結合するＣ１～Ｃ４の二価アルキル基であり、
　ｎは、約１～約１５の整数を表す。
【００７２】
　或いは、末端ヒドロキシルを有する１又は２の低級ポリアルコキシ部分は、前述の低級
アルキルを通して四級窒素に結合する代わりに、直接四級窒素に結合してもよい。
【００７３】
　本発明において使用するのに適した四級アンモニウムハロゲン化物界面活性剤の具体例
としては、それぞれ取引名称エトクァッドＣ／１２及びＯ／１２として市販のもののよう
な、メチル－ビス（２－ヒドロキシエチル）ココ－アンモニウムクロライド又はオレイル
－アンモニウムクロライドが挙げられる。さらに、アクゾノーベル化学社（Akzo Nobel C
hemicals Inc.）（イリノイ州、シカゴ（Chicago））から取引名称エトクァッド（Ethoqu
ad）１８／２５として入手可能なものが挙げられるメチルポリオキシエチレン（１５）オ
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クタデシルアンモニウムクロライドを使用してよい。上述の２種以上の組み合わせも同様
に使用してよい。
【００７４】
　増粘剤
　本発明のマイクロエマルションにおいて有用な増粘剤としては、部分的に又は完全にア
クリル酸モノマーから形成される親水性ポリマーが挙げられる。ある実施形態では、アク
リル酸のホモポリマーが有用であるが、典型的に少なくとも約２０％、ある実施形態では
少なくとも８０％のアクリル酸残基を含有するアクリル酸の親水性コポリマーも同様に有
用である。こうした増粘剤の分子量は、約２００，０００～約８００，０００、ある実施
形態では約４００，０００～約７００，０００であってよい。
【００７５】
　接着剤ヒドロゲル
　実施形態では、本発明のＰＳＡｓは、接着剤ヒドロゲルの形態であってよい。こうした
ヒドロゲルは、例えば、アクリレート系単相ＰＳＡであってよい。ある実施形態では、ヒ
ドロゲルは、アクリル酸、２－ヒドロキシエチルメタクリレートテトラキス（ヒドロキシ
メチル）ホスホニウムクロライド、ブチレングリコール、グリセロール、水、反応開始剤
（例えば、イルガキュア（IRGACURE）２９５９反応開始剤）、及びポリエチレングリコー
ル（４００）ジアクリレートの反応から生じる接着剤前駆体と共に製造されることができ
る。未反応の（例えば、重合していない）前駆体を、基材としての剥離ライナーの上にコ
ーティングしてよい。その後、前駆体を電磁放射線（例えば、紫外線）に一定期間（例え
ば、１０分以下）曝露することによって、コーティングされたマイクロエマルションにて
重合を誘発することで、重合反応を開始し、それによってコーティングされた前駆体を導
電性接着剤に変える。
【００７６】
　生物医学物品
　本発明の実施形態では、前述の導電性ＰＳＡｓを、例えば、生物医学電極のような生物
医学物品の構成要素として、使用してよい。
【００７７】
　生物医学電極
　電解質含有重合ＰＳＡを採用する生物医学電極は、診断（モニタリングを包含する）目
的及び治療目的のために有用である。基本的な形態において、生物医学電極は、哺乳類皮
膚に接触できる導電性媒質、及び、導電性媒質と電気診断的、治療的、又は電気外科的機
材との間の電気通信のための手段を含む。実施形態では、哺乳類皮膚に接触できる導電性
媒質は、本明細書に記載された導電性接着剤組成物を含む。
【００７８】
　ここで図面を参照すると、図１及び２は、剥離ライナー１２を有する電極１０を図解す
る。電極１０は、例えば、使い捨て診断心電図（ＥＣＧ又はＥＫＧ）、又は経皮的電気神
経刺激（ＴＥＮＳ）電極であってよい。電極１０は、上記のように、哺乳類皮膚に接触し
た後、保護剥離ライナー１２を除去するための、生体適合性の導電性接着剤のフィールド
１４を包含する。接着剤フィールド１４は、治療、診断、又はモニタリング目的のために
電気が伝導する間、電極１０を患者の皮膚に保持する。導電性接着剤フィールド１４は、
第一主要面及び第二主要面を包含する。電極１０は、導電性接着剤フィールド１４の第一
主要面に接触する導電性境界面部分１８を有する伝導体部材１６、及びワニ口クリップ等
を用いるような電気器具類（図示せず）による機械的及び電気的接触のための導電性接着
剤フィールド１４を越えて広がるタブ部分２０を含む電気通信のための手段を包含する。
伝導体部材１６のサイド２２は、伝導体部材上にコーティングされ、導電性接着剤フィー
ルド１４の第一主要面に接触する、導電性層２６を包含する。導電性接着剤フィールド１
４の第二主要面は、剥離ライナー１２を除去した後に、電極１０を皮膚に接着する。
【００７９】
　ある実施形態では、伝導体部材１６は、ポリエステルフィルムのような高分子のストリ
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ップを含むことができる。伝導体部材１６は、約０．０５ｍｍ～約０．２ｍｍの範囲の厚
さを有してよく、導電性層２６がサイド２２にコーティングされる。導電性層２６は、銀
／塩化銀を含んでよく、乾燥コーティングの厚さは、約２．５マイクロメートル～約１２
マイクロメートルである。ある実施形態では、コーティングの厚さは、約５マイクロメー
トルである。伝導体部材１６として使用するのに好適なポリエステルフィルムとしては、
３Ｍ社（ミネソタ州、セントポール（St.Paul））から取引名称スコッチパック（Scotchp
aK）として市販のもの、ＩＣＩアメリカ（ICI Americas）（バージニア州、ホープウェル
（Hopewell））から表記メリネックス（Melinex）５０５－３００、３２９、又は３３９
フィルムとして入手可能なものが挙げられ、及びエルコン社（Ercon,Inc.）（マサチュー
セッツ州、ウォルサム（Waltham））から表記「Ｒ－３００」として市販の銀／塩化銀イ
ンクでコーティングされる。
【００８０】
　ＴＥＮＳ電極用の伝導体部材１６は、繊維の不織布ウェブから作製できる。こうしたウ
ェブの１つは、ライダル社（Lydall,Inc.）（ニューヨーク州、トロイ（Troy））から取
引名称マニウェブ（Manniweb）として市販され、アチソン・コロイド社（Acheson Colloi
ds Company）（ミシガン州、ポートヒューロン（Port Huron））から取引名称「ＳＳ２４
３６３」インクとして市販の炭素インクの導電性層２６を有するもののような、ポリエス
テル／セルロース繊維を含む。電極クリップ（図示せず）と伝導体部材１６との間の機械
的接触を増強するために、接着裏打ちされた（adhesively-backed）ポリエチレンテープ
を、伝導体部材１６の最も外側のサイド（例えば、反対サイド２２）上のタブ部分２０に
適用できる。表記ブレンダ－ム（Blenderm）として３Ｍ社から市販されている外科テープ
を、この目的のために採用することができる。
【００８１】
　ある実施形態では、米国特許第５，５０６，０５９号に記載されるように、伝導体部材
１６は、イオウ反応性表面を有する非導電性可撓性高分子フィルム、その上に付着されイ
オウ反応性表面と相互作用する金属性層、及び任意の金属性ハロゲン化物層を含む多層構
造で提供されることができ、この開示全体は、本明細書に参考として組み込まれる。伝導
体部材１６の導電性境界面部分１８は、導電性接着剤フィールド１４に面する高分子フィ
ルム基材の少なくともサイド上のイオウ反応性表面上に付着される金属性層を含む。
【００８２】
　他の実施形態では、伝導体部材１６は、非導電性可撓性高分子フィルム、導電性層、及
び無機酸化物（例えば、二酸化マンガン）の薄い適合する（conformable）減極層を含む
多層構造であることができる。或いは、伝導体部材１６は、共にブレンドした導電性を有
するフィルムと減極層との多層構造であることができる。上述の実施形態の両方は、米国
特許第５，５０５，２００号の教示に従って構築することができ、この開示の全体は本明
細書に参考として組み込まれる。伝導体部材１６の導電性境界面部分は、導電性接着剤フ
ィールド１４に面する高分子フィルムの少なくともサイド上にコーティングされた導電性
層、及び該導電性層にコーティングされ、フィールド１４に接触する薄い減極層を含む。
【００８３】
　本発明の導電性ＰＳＡｓを使用できる生物医学電極の非限定例としては、米国特許第４
，５２４，０８７号、同第４，５３９，９９６号、同第４，５５４，９２４号、同第４，
８４８，３５３号、米国特許第４，８４６，１８５号、米国特許第４，７７１，７１３号
、米国特許第４，７１５，３８２号、米国特許第５，０１２，８１０号、及び米国特許第
５，１３３，３５６号に開示された電極が挙げられ、これらの開示の全体は、本明細書に
参考として組み込まれる。
【００８４】
　ある実施形態では、電気通信のための手段は、米国特許第４，８４８，３５３号に見ら
れるもののような生物医学電極の周辺部から伸びる導電性タブを含むことができるか、あ
るいは、米国特許第５，０１２，８１０号に見られるもののような絶縁裏材部材のスリッ
ト又はシームを通って伸びる伝導体部材であることができる。あるいは、電気通信のため
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の手段は、アイレット又は米国特許第４，８４６，１８５号に開示されるような他のスナ
ップ型コネクタであることができる。更に、電気通信のための手段は、米国特許第４，７
７１，７８３号に見られるようなリードワイヤーであることができる。採用される電気通
信のための手段の種類に関わらず、電解質を含有する本発明の重合ＰＳＡは、診断（モニ
タリングを包含する）、治療、又は電気外科目的のための生物医学電極上の導電性接着剤
のフィールドとして存在することができる。
【００８５】
　本発明の生物医学電極を採用できる別の種類の診断処置は、異常パターンを検出するた
めの、患者の心臓の電波パターンの長期的なモニタリングである。好ましい生物医学電極
構造は、米国特許第５，０１２，８１０号（ストランド（Strand）ら）に開示されており
、この開示全体は、本明細書に参考として組み込まれる。本発明の重合ＰＳＡは、その中
で示されるあらゆる実施形態のイオン導電性媒質として使用されることができる。ある実
施形態では、本発明の重合ＰＳＡは、例えば、米国特許第５，０１２，８１０号の図２、
３、及び４に示される実施形態に従う生物医学電極における導電性接着剤のフィールドと
して、使用される。
【００８６】
　本明細書の図３及び４を参照すると、別の実施形態の生物医学電極は、絶縁体構造４１
、及び伝導体部材４２を包含する電極４０の形態で提供される。絶縁体構造４１は、共に
絶縁体構造４１の向かい合うサイド４６及び４７を確定する第一区域４４及び第二区域４
５を有する。図３に示されるように、各区域４４及び４５は、それぞれ細長い端部５０及
び５１を包含する。各端部５０及び５１は、それぞれ境界部５２及び５３を包含し、これ
は、それぞれ各区域４４及び４５の周辺部分を含み、それぞれ端５０及び５１に沿って伸
びる。そのように、区域４４及び４５は、境界部５２及び５３が重なり合うように、互い
に実質的に平行に伸びるように配向され、互いに重なり合う端部５０及び５１を有する。
シーム６０は、端部５０と５１の間に作製される。本明細書で使用するとき、「実質的に
平行」とは、区域４４と４５が正確に平行であることを意味しない。これらは、例えば、
伝導体部材４２の厚さに起因して、正確な平面配向性整列から外れてもよい。
【００８７】
　伝導体部材４２は、上記の生物医学電気伝導体１６と実質的に同様であり、上記のタブ
部分２０に対応するタブ部分６１及び上記の導電性境界面部分１８に対応するパッド部分
６２を有する。生物医学電気伝導体部材１６のように、伝導体部材４２は、上記の実施形
態のいずれであることもできる。この実施形態では、伝導体部材４２は、有機硫黄表面６
４を有する非導電性可撓性有機ポリマー基材６３、これに接着する金属性層６５、及び、
所望により上記の米国特許第５，５０６，０５９号の開示に従って製造された金属性ハロ
ゲン化物層６６の多層構造である。
【００８８】
　部材４２のパッド部分６２は、所望によりフィールド７０に接触する金属性ハロゲン化
物層６６を有する、導電性接着剤フィールド７０に面する金属性フィルムの部分を含む。
減極は、電気機材との機械的及び電気的接触のために必要とされないので、金属性ハロゲ
ン化物層６６は、タブ部分６１まで伸びる必要がない。所望により、機械的接触を強化す
るために、図１及び２の実施形態と同様に、接着裏打ちされた（adhesively-backed）ポ
リエチレンテープをタブ部分６１に適用することができる。
【００８９】
　一般に、伝導体部材４２のタブ部分６１が、シーム６０を通して、表面又はサイド４６
の一部上に突出するように、電極４０は構築される。結果として、図３及び４に示される
ように、伝導体部材４２のパッド部分６２は、絶縁体構造４１の１つのサイド４７上に位
置し、伝導体部材４２のタブ部分６１は、絶縁体構造４１の反対のサイド４６上に位置す
る。タブ部分６１がシーム６０を通して広がるところを除き、シームは、接着剤等を用い
て密封されてよいことが理解されるであろう。
【００９０】
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　図４に示されるように、タブ部分６１の下表面６８は、二重スティックテープストリッ
プ６９を用いて区域４５の位置に付着されることが示された。よって、接着剤６９を用い
た図１のタブ部分６１と区域４５との間の接着は、図４に示される上部よりもむしろ、タ
ブ部分６１下部にある。
【００９１】
　図４の電極４０において、導電性接着剤フィールド７０は、一般に導電性部材４２の下
部に位置する本発明のＰＳＡを含む。所望により、導電性接着剤フィールド７０は、その
上にパッド部分６２を有するサイド上の絶縁体構造４１に適用される生体適合性皮膚接着
剤フィールド７１によって囲まれるであろう。ある実施形態では、導電性接着剤７０は、
疎水性バルク特性を含むことができる。こうした場合、フィールド７１を削除することが
できる。ある実施形態では、生体適合性皮膚接着剤フィールド７１は、有機塩化物電解質
はないが、本明細書に記載された上記の導電性接着剤と同類の非導電性重合ＰＳＡを含む
ことができる。剥離ライナー７５は、任意の皮膚接着剤７１、導電性接着剤７０、及びそ
の上のパッド部分６２も包含する電極４０のサイドに対向して配置される。スペーサ７６
は、剥離ライナー７５と絶縁体構造４１の一部との間に配置され、分離を容易にする。
【００９２】
　あらゆる様々な材料を、上述の電極上の剥離ライナー（例えば、剥離ライナー１２、７
５）のために利用してよい。こうした剥離ライナー上には、ライナーを皮膚接着剤及び導
電性接着剤から容易に分離できるように、例えば、シリコーン剥離型コーティングでコー
ティングされたポリマー（例えば、ポリエステル又はポリプロピレン材料）を含む。ある
実施形態では、フッ素性化学物質系コーティングでコーティングされたポリエステル又は
ポリプロピレン材料のようなポリマーを含むライナーが有用であり、皮膚接着剤及び導電
性接着剤から容易に分離する。上述の電極に使用するのに適した剥離ライナーは、係属中
の米国特許出願１１／０２７，６１２（２００４年１２月２８日出願）、同第１１／０２
７，６０５（２００４年１２月２８日出願）、同第１１／０２７，６３３（２００４年１
２月２８日出願）、同第１１／０２７，６０６（２００４年１２月２８日出願）、及び同
第１１／０２７，６０４（２００４年１２月２８日出願）の開示に従うフッ素性化学物質
剥離コーティングを包含できる。好適な市販のフッ素性化学物質系ポリエステルライナー
は、３Ｍ社（ミネソタ州、セントポール（St.Paul））から、取引名称スコッチパック（S
COTCHPAK）１０２０、スコッチパック１０２２、スコッチパック９７４１として入手可能
である。
【００９３】
　絶縁体構造４１の区域４４及び４５を考慮すると、ユーザーにとって快適である構造で
電極を提供するために、可撓性であり強く、比較的薄い材料が典型的に使用される。ある
実施形態では、材料は、例えば、ポリエチレン発泡体のような発泡ポリマーであることが
できる。他の好適な材料としては、不織布パッド（例えば、ポリエステル不織布パッド）
、紙、及び透明なフィルムが挙げられる。透明なフィルムの非限定例としては、デュポン
／帝人フィルム（DuPont／Teijin Films）（バージニア州、ホープウェル（Hopewell））
から取引名称メリネックス（Melinex）として市販されているもののような厚さ０．０５
ｍｍのポリエステルフィルム、及び３Ｍ社からトランスポール（Transpore）未エンボス
加工テープとして市販されている外科テープが挙げられる。ある実施形態では、材料は、
メルトブロウンポリウレタン繊維から作製される不織布パッドを含み、これは並外れた可
撓性、柔軟性、伸長回復性及び通気性を示す。本発明の電極における絶縁体構造４１に使
用してよい好適なメルトブロウンポリウレタン材料は、欧州特許０３４１８７５（Europe
an Patent Publication 0 341 875）（メイヤー（Meyer））及び対応する米国特許第５，
２３０，７０１号（メイヤーら）に一般に記載されており、これらの開示の全ては、本明
細書に参考として組み込まれる。
【００９４】
　所望により、絶縁体構造は、その表面上に、電極４０の残りに接触する皮膚接着剤を包
含できる。
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【００９５】
　本発明の実施形態において、絶縁体構造４１に使用されるウェブ材料（メルトブロウン
ポリウレタン）は、約６０～約１４０ｇ／ｍ２（例えば、約１２０ｇ／ｍ２）のウェブ坪
量を有することができる。また、こうした材料は、好適な引張り強度及び湿気透過速度を
有するであろう。好適な湿気透過速度は、２１℃、相対湿度５０％においてＡＳＴＭ　Ｅ
９６－８０に従って試験するとき、約５００～約３０００グラムの水／ｍ２／２４時間、
ある実施形態では約５００～約１５００グラムの水／ｍ２／２４時間の範囲を包含する。
ある実施形態では、材料は、５０％伸長後、全ての方向に少なくとも約８５％の伸長回復
を有する。
【００９６】
　本明細書に記載の絶縁体構造は、あらゆる様々な寸法を有するよう作製されることがで
き、実質上あらゆる寸法又は形状で作製されてよいが、従来の生物医学電極が比較的小さ
い装置であることはいうまでもない。本明細書に記載された電極の実施形態では、絶縁体
構造の寸法は、典型的に、第一方向（例えば、幅）が約３．５～約４．５ｃｍ、第二方向
（例えば、長さ）が約５．５ｃｍ～約１０ｃｍの範囲であろう。使用される材料によって
、約２００～６００マイクロメートルの厚さは、典型的に、ほとんどの用途に適した適切
な強度、及び低いレリーフ又は特性プロファイルを提供する。あらゆるアクリレートエス
テル接着剤を使用してよい。ある実施形態では、接着剤６９は、固有の粘度が約１．３～
約１．４５ｄＬ／ｇであること以外は、皮膚接着剤について本明細書に記載されたものと
同一の接着剤であることができる。導電性接着剤のフィールド７０においては、導電性媒
質のフィールド１４において有用であるとして上記されたもののような導電性接着剤が好
ましい。
【００９７】
　様々な層の寸法、及び連結中のそれらの構造は、いかなる様々な図においても縮尺どお
りでないことは、いうまでもない。実際、表現された構造（単数又は複数）の特徴をより
よく図解し、それによって構造のよりよい理解を促進するために、特徴は、いくぶん誇張
された方法で図示される可能性がある。一般に、導電性部材４２における非常に小さい「
ｓ」型屈曲のみを有する全体的に実質的に平坦な外観は、部材４２の多層構造にもかかわ
らず、配列によって順応される。
【００９８】
　本発明の導電性ＰＳＡｓを使用し得る生物医学電極の他の例としては、米国特許第４，
５２７，０８７号、同第４，５３９，９９６号、同第４，５５４，９２４号、同第４，８
４８，３５３号（エンゲル（Engel））、米国特許第４，８４６，１８５号（カリム（Car
im））、米国特許第４，７７１，７１３号（ロバート（Roberts））、米国特許第４，７
１５，３８２号（ストランド（Strand））、米国特許第５，１３３，３５６号（ブライア
ン（Bryan）ら）に開示される電極が挙げられ、これらの開示全体は、本明細書に参考と
して組み込まれる。こうした電極の製造方法は、こうした特許に開示された導電性接着剤
の分野において、所望により同様に皮膚接着剤の分野において、本発明の重合ＰＳＡが置
き換えられ得ること以外は、こうした特許に開示される。
【実施例】
【００９９】
　本発明の実施形態は、以下の非限定例により更に例示され、全ての部は、特に明記しな
い限り重量による。
【０１００】
　試験方法
　試験目的のために、電極対を互いに接着し、二相連続接着剤のこれらの層を、向かい合
わせに接触して設置する。この配列は、ＥＣＧ使い捨て電極として使用される生物医学電
極の適切な特性性能を決定するために、医療用器具類の進歩のための協会（the Associat
ion for the Advancement of Medical Instrumentation）（ＡＡＭＩ）により出版された
規格、特に「プレゲル化ＥＣＧ使い捨て電極のための米国国際標準（American National 
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Standard for Pregelled ECG Disposable Electrodes）」（医療用器具類の進歩のための
協会（Association for the Advancement of Medical Instrumentation）（１９８４））
に特定されており、この開示は、最小限の標準のための方法及び条件を試験するために、
参考として組み込まれる。試験実施例及び比較例について、Ｄ．Ｃ．オフセットの特性（
１００ｍＶ未満）、Ａ．Ｃ．インピーダンス（２ｋＯｈｍｓ未満）、除細動過負荷回復（
１００ｍＶ未満、４コンデンサ放電の５秒後）及び残留分極電圧の変化の速度（１ｍＶ／
秒以下）をこれらの標準試験方法に従って測定した。
【０１０１】
　実施例１
　この実施例では、タブ型電極において使用される導電性接着剤中の有機塩化物電解質を
採用する。本発明の導電性接着剤として使用するために、マイクロエマルションを製造し
た。一般に、同時に譲渡された米国特許第６、７０９、７１６号（ウイ（Uy）らに２００
４年３月２３日発行）にて開示される方法にて、マイクロエマルションを製造した。より
具体的には、２つのモノマーの分量、すなわち、親水性モノマーとしてのアクリル酸１グ
ラムと、例えば、アトフィナ・ケミカル社（Atofina Chemicals、Inc.）（ペンシルペニ
ア州、フィラデルフィア（Philadelphia））から市販されていた疎水性モノマーとしての
アクリル酸イソオクチル１４グラムとを混合することにより、第一混合物を形成した。こ
れに、ユニケマ（Uniqema）（デラウェア州、ニューキャッスル（New Castle））から取
引名称ブリジ（BRIJ）９８として市販されている界面活性剤７グラム、及びグローバルセ
ブン（Global Seven）（ニュージャージー州、フランクリン（Franklin））から取引名称
ヘトキシオル（HETOXOL）ＯＬ３５として市販されている界面活性剤３グラムを添加した
。その後、チバガイギ社（Ciba Gigy Corp.）から取引名称イルガキュア（IRGACURE）２
９５９として市販されている光開始剤０．３グラムを添加し、第一混合物を完成した。
【０１０２】
　次に、水２２グラム、スペクトルケミカルズ（Spectrum Chemicals）（ニュージャージ
ー州、ブランズウィック（Brunswick））からの塩化コリン８グラム、共にシグマケミカ
ルズ（Sigma Chemicals）（ウィスコンシン州、ミルウォーキー（Milwaukee））からのグ
リセロール１０グラム、ブチレングリコール２５グラムを混合することにより、第二混合
物を製造した。
【０１０３】
　第一混合物及び第二混合物を組み合わせて、マイクロエマルションを形成した。マイク
ロエマルションに、ノベオン社（Noveon Inc.）（オハイオ州、クリーブランド（Clevela
nd））から得られる、取引名称ペミュレン（PEMULEN）ＴＲ－２として市販されているア
クリル酸モノマーから製造された疎水変性ポリアクリレート０．２グラムを粘度変性剤と
して添加し、サートマー社（Sartomer Company,Inc）（ペンシルペニア州、エクストン（
Exton））から得られるポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート０．２グラム
を架橋剤として添加した。添加後、マイクロエマルションは、透明で安定なままであり、
粘度は、従来技術を使用して容易に処理可能である、およそ０．２　Ｐａ．ｓ（２００ｃ
ｐ）まで増加した。
【０１０４】
　次に、増粘したマイクロエマルションを、基材としての剥離ライナー上へナイフコータ
ーを使用してコーティングした。厚さ０．６４ｍｍ（２５ミル）のコーティングが得られ
るように、ナイフを設定した。シルバニア（Sylvania）（マサチューセッツ州、ダンバー
ズ（Danvers））から市販されている３５０ブラックライト（Blacklight）を使用して、
紫外線へ曝露することによって、コーティングされたマイクロエマルションにおいて、重
合を誘発した。およそ７分間で全線量１８００ｍＪ／ｃｍ２を適用し、導電性二相連続接
着剤を形成した。この導電性接着剤は、ヒトの皮膚に優れた接着を有した。
【０１０５】
　この接着剤のいくつかの１．０平方ｃｍの材料見本を、片側を導電性銀／塩化銀インク
裏材に、そして他の側を剥離ライナーに固着した。裏材は接着剤材料見本（２ｃｍ×１ｃ
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ｍ）より大きく、電気接触のためのタブとして１平方ｃｍを残した。エルコン社（Ercon 
Inc.）（マサチューセッツ州、ウォルサム（Waltham））から取引名称「Ｒ３００」とし
て市販されている銀／塩化銀導電性インク溶液を、ＩＣＩフィルム（ICI Films）（バー
ジニア州、ホープウェル（Hopewell））から取引名称メリネックス（Melinex）５０５と
して市販されている厚さ０．１ｍｍのポリエステルフィルムから作製された高分子裏材上
に、ワイヤーコーティング手順を使用してコーティングすることにより、裏材を作製した
。インクは、元素銀７０％を含む固体含量が５８％であった。インク用の担体溶媒は、メ
チルプロピルケトン（ＭＰＫ）であった。その後、コーティングされたフィルムを室温に
て５分間乾燥し、続いて、９３℃（２００゜Ｆ）で５分間乾燥した。
【０１０６】
　比較例Ｃ１
　上記の実施例１で概説される手順に従って、以下を変更して、マイクロエマルション接
着剤を製造した。塩化コリンの代わりに塩化カリウム４グラムを使用した。水２６グラム
を使用し、界面活性剤混合物をユニケマ（Uniqema）（デラウェア州、ニューキャッスル
（New Castle））から得られるブリジ（BRIJ）９７　１０グラムに置き換えた。
【０１０７】
　実施例１及び比較実施例Ｃ１
　各実施例１及び比較実施例Ｃ１に記載された接着剤から、６つのタブ型電極を作った。
３つの各電極対を、相対湿度１５％のチャンバに１８時間置き、接着剤表面を曝露し、一
方で、別の３対は相対湿度１５％に曝露しなかった。非曝露試料及び相対湿度１５％に曝
露した試料から、電極対を製造した。これらの対を、互いに接着し、二相連続接着剤のこ
れらの層を、ＡＡＭＩ標準に従って向かい合わせに接触して設置した。表１における各結
果は、相対湿度１５％へ曝露前及び曝露後の実施例１及び比較実施例Ｃ１の３対の平均試
験結果を示す。
【０１０８】
【表１】

【０１０９】
　接着剤を相対湿度１５％へ平衡化した後、実施例１の電極は、まだ電気的に存続可能で
あった。比較例Ｃ１Ｂのインピーダンスは、実施例１Ｂ（塩素コリン）電極に対して、因
子５０増加し、乾燥後のインピーダンスは、因子１０のみ増加した。加えて、塩化カリウ
ムを有するＣ１Ｂ電極は、ＳＤＲ勾配試験において落第であった。
【０１１０】
　実施例２
　この実施例では、モニタリングと長期的な着用に使用するスナップ型電極に使う導電性
接着剤において、有機塩化物電解質を採用する。導電性要素は、タブ型電極よりもさらに
小さい設置面積を有する。電極構造は、米国特許第６，７０９，７１６号（ウイ（Uy）ら
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に２００４年３月２３日発行）に詳述されている。簡潔にいうと、生物医学電極は、スタ
ッド又はアイレット突出部を通してスナップでカバーされた開口部を有する非導電性裏材
を有する。スナップは、電気的接続点を電気器具類に提供するために、アイレットに確保
される。アイレットと裏材をカバーするのは、本発明の重合マイクロエマルションＰＳＡ
のフィールドである。剥離ライナーは、使用前にＰＳＡフィールドを保護する。裏材は、
絶縁体構造と同一又は類似の材料で作製され得る。アイレットは、プラスチック、金属性
メッキアイレット（例えば、ミクロンプロダクト（Micron Products）（マサチューセッ
ツ州、フィッチバーグ（Fitchburg）から市販されている銀メッキ及び塩素化されたＡＢ
Ｓプラスチックアイレット）であることができる。スナップは、金属性スナップ（例えば
、アイレット・フォー・インダストリー（Eyelets for Industry）（コネチカット州、ト
ムソン（Thomason））から市販されているステンレス鋼アイレットＮｏ．３０４）である
ことができる。この種類の電極では、本発明の重合マイクロエマルションＰＳＡは、生体
適合性の皮膚接着剤及び電極中のイオン導電性媒質の両方として、役立ち得る。
【０１１１】
　実施例１で記載されたものと同一の接着剤を使用して、スナップ型電極を製造した。実
施例１のように、電極の半分を、ライナーから除去し、チャンバでの急速な平衡のために
接着表面を曝露させて、相対湿度１５％のチャンバに１８時間置いた。両方のセットの電
極におけるＡＡＭＩ手順に従った、電気試験の結果を表２に示す。各試験結果は、３対の
電極の平均を表す。
【０１１２】
　比較例Ｃ２
　比較例Ｃ２では、比較例Ｃ１のように塩化コリン電解質を塩化カリウムに置き換えるこ
と以外は、実施例２と同一のスナップ型電極構造を使用した。ＡＡＭＩ電気試験データを
表２に示す。各試験結果は、３対の電極の平均を表す。
【０１１３】
【表２】

【０１１４】
　実施例２Ｂの電極では、インピーダンスが６倍に上昇した。電極の電気特性のどれもが
、支障をきたさなかった。比較例Ｃ２の電極は、低湿度チャンバに曝露されると、インピ
ーダンス試験において落第であった。
【０１１５】
　実施例３
　実施例３では、接着剤周辺部（電極裏材及び剥離ライナーではさまれている）が低湿度
に曝露された剥離ライナー上で変換するスナップ型電極のために、導電性接着剤に有機電
解質を使用した。スナップ型電極裏材を、実施例２のように作り、実施例１で合成された
接着剤を使用して剥離ライナー上で変換した。１２電極対を使用してＡＡＭＩ手順に従っ
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０％及び相対湿度１５％に維持される２つの独立したチャンバにて、２１℃（７０゜Ｆ）
で３０日間エージングした。エージングを１０、２０、及び３０日間行った後、両方のチ
ャンバから試料を引き出した。これらの各時点において、１２対の電極上でＡＡＭＩ手順
に従って、両方のセットの電極の連続電気試験を行った。実施例３の両方のセットの電極
の平均結果を、以下の表３Ａに示す。
【０１１６】
　比較例Ｃ３
　以下のようにマイクロエマルションを準備した。２つの親水性モノマー、アクリル酸１
４グラムと、新中村化学社（Shin-Nakamura Chemical Co. Ltd.）（日本、和歌山）から
ＡＭ９０Ｇエステルとして市販されているポリオキシエチレンアクリレート１４グラムと
を混合することにより、第一混合物を形成した。これに、疎水性モノマーの役割のアクリ
ル酸イソオクチル１４グラムを添加した。この第二混合物に、ＩＣＩから入手可能な界面
活性剤ブリジ（BRIJ）９７　１８グラムを添加し、第三混合物を形成した。その後、イル
ガキュア（IRGACURE）２９５９反応開始剤０．５グラムを添加し、第四混合物を形成した
。次に、水２３グラム、ＫＣｌ　１．２グラム、及びプロピレングリコール１０グラムを
含有する水性混合物を製造した。水性混合物と第四混合物を組み合わせ、マイクロエマル
ションを形成した。標準合成技術を使用してモノマーから製造された分子量およそ５５０
，０００のポリアクリル酸の１７％水溶液を、マイクロエマルションに添加した。特に、
重合は、熱活性化反応開始剤である過硫酸カリウムにより開始され、反応は、窒素雰囲気
下において７６℃で行なわれた。
【０１１７】
　溶液をマイクロエマルションに添加するとき、マイクロエマルションは、透明で安定な
ままであり、粘度は、従来技術を用いて容易に処理可能である、およそ０．２　Ｐａ．ｓ
（２００ｃｐｓ）まで増加した。その後、増粘したマイクロエマルションを、基材として
の剥離ライナー上へナイフコーターを使用してコーティングした。厚さ０．６４ｍｍ（２
５ミル）のコーティングが得られるように、ナイフを設定した。シルバニア（Sylvania）
（マサチューセッツ州、ダンバーズ（Danvers））から市販されている３５０ブラックラ
イト（Blacklight）を使用して、紫外線へ曝露することにより、コーティングされたマイ
クロエマルションにおいて重合を誘発した。およそ７分間で全線量１８００ｍＪ／ｃｍ２

を適用し、導電性二相連続接着剤を形成した。この導電性接着剤は、ヒトの皮膚に優れた
接着を有した。
【０１１８】
　実施例２に従って、スナップ型電極裏材を作り、この接着剤を使用して剥離ライナー上
で変換した。電極１２対を使用して、ＡＡＭＩ手順に従って、初期連続電気試験を行った
。その後、剥離ライナー上の電極を、相対湿度０％及び相対湿度１５％に維持される２つ
の独立したチャンバ内で、２１℃（７０゜Ｆ）で３０日間熟成した。１０、２０、及び３
０日の熟成後、両方のチャンバから試料を引き出した。これらの各時点において、１２対
の電極上でＡＡＭＩ手順に従って、両方のセットの電極の連続電気試験を行った。比較例
Ｃ３の両方のセットの電極の平均結果を、表３Ｂに示す。
【０１１９】
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【表３】

【０１２０】
【表４】

【０１２１】
　実施例４
　実施例４では、塩化コリンを含有する接着剤から作られ、相対湿度０％及び相対湿度１
５％にてライナー上で３０日間エージングされた電極の臨床成績を示す。臨床成績は、皮
膚上へ電極を適用した後、安定したＥＣＧトレースを得ることを要求される時間で測定し
た。
【０１２２】
　材料　実施例３に記載される裏材、接着剤、及びライナー材料から、スナップ型電極を
作った。電極の３分の１を、水及び空気不透過性ポーチに封入し、これらの電極を対照と
して使用した。別の３分の１を、２１℃（７０゜Ｆ）、相対湿度０％にてライナー上で３
０日間エージングし、残りの３分の１を、２１℃（７０゜Ｆ）、相対湿度１５％にてライ
ナー上で３０日間熟成した。
【０１２３】
　被験者の腕に適用した各実施例４の電極を使用して、初期インピーダンスを最初に測定
した。各実施例４の電極の１つの試料（４Ａ，対照は４Ｂ，相対湿度１５％にて保存、及
び４Ｃ，相対湿度０％にて保存）を、１２被験者の各胴体上の４つの各分一区分に適用し
た。許容できるＥＫＧトレースの時間を記録した。許容できるトレースは、リード１及び
２の両方で必要であったことに注意する。各条件下での、インピーダンスの平均結果（ｎ
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【０１２４】
【表５】

【０１２５】
　実施例５
　この実施例では、スナップ型電極で使用される導電性接着剤において、異なる有機「オ
ニウム」電解質を採用した。電極構造は、接着剤を除いて実施例２に記載されるものと同
一である。接着剤は、アクリレート系単層ＰＳＡであった。接着剤前駆体は、アクリル酸
１５グラム、サンエステル社（San Esters Corporation）（ニューヨーク州、ニューヨー
ク（New York））から得られる２－ヒドロキシエチルメタクリレート２０グラム、シグマ
・アルドリッチ（ミズーリ州、セントルイス（St.Louis））から市販されているテトラキ
ス（ヒドロキシメチル）塩化ホスホニウム１１グラム、１，３ブチレングリコール２５グ
ラム、グリセロール１０グラム、水１９グラム、イルガキュア（IRGACURE）２９５９を０
．５５グラム、及びポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート０．１５グラムを
含む。基材としての剥離ライナー上へ、ナイフコーターを使用して、前駆体をコーティン
グした。厚さ０．６４ｍｍ（２５ミル）のコーティングが得られるように、ナイフをセッ
トした。シルバニア（Sylvania）（マサチューセッツ州、ダンバーズ（Danvers））から
市販されている３５０ブラックライト（Blacklight）を使用して、紫外線へ曝露すること
によって、コーティングされたマイクロエマルションにおいて重合を誘発した。およそ７
分間で全線量１８００ｍＪ／ｃｍ２を適用し、導電性二相連続接着剤を形成した。この導
電性接着剤は、ヒトの皮膚に優れた接着を有した。
【０１２６】
　スナップ型電極裏材を実施例２のように作り、この接着剤を使用して剥離ライナー上で
変換した。
【０１２７】
　比較例Ｃ５
　比較例Ｃ５では、塩化ホスホニウム接着剤を、以下を除いて同一組成物である塩化カリ
ウム接着剤に置き換えること以外は、実施例４と同一の電極構造を使用した。塩化ホスホ
ニウム１１グラムを、塩化カリウム４．２グラムに置き換え、水１９グラムを２５．８グ
ラムに増やした。
【０１２８】
　実施例５及び比較例Ｃ５
　実施例５及び比較例Ｃ５のために、ＡＡＭＩ手順に従う電気試験を、両方のセットの電
極（各３）にて行った。前述の実施例のように、半分の電極をライナーから除去し、チャ
ンバにおける急速な平衡のために接着表面を曝露して相対湿度１５％のチャンバに１８時
間置き、半分は、相対湿度１５％の条件に曝露しなかった。結果を以下の表５に示す。
【０１２９】
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【０１３０】
　塩化ホスホニウム電極の実施例５Ｂでは、インピーダンスが６倍に増加し、乾燥に耐え
た。電極のどの電気的特徴も、損なわれなかった。塩化カリウム系電極の比較例Ｃ５Ｂで
は、低湿度チャンバに曝露されたとき、インピーダンスが２０倍に上昇し、インピーダン
ス試験において落第であった。
【０１３１】
　本発明の実施形態を詳述したが、記載された実施形態の変更及び修正は、当業者に明ら
かである可能性があり、こうした変更及び修正は、添付の特許請求の範囲で述べられる本
発明の精神及び範囲内であることが意図される。
【０１３２】
　開示された実施形態の記載された態様において、参照は、構造の特徴が参照番号で識別
される図面にてなされ、そこで、類似の数は、類似の特徴を示す。



(32) JP 2013-117029 A 2013.6.13

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月18日(2013.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）水相及び油相を含む二相連続組成物を含む感圧性接着剤、
　（ｂ）水溶性又は水分散性有機塩化物を含む電解質、及び
　（ｃ）湿潤剤
を含み、前記電解質と湿潤剤が少なくとも一部互いに混和性でありかつ水相に存在する、
導電性接着剤組成物。
【請求項２】
　（ａ）伝導体部材、及び
　（ｂ）請求項１記載の導電性接着剤組成物
を含む生物医学電極。
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